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2 3

　　⑴　こちら　　⑵　これ　　⑶　あれ

　　⑴　a　　⑵　an　　⑶　a　　⑷　an

　　⑴　This is Japan.
⑵　This is a dog.

　　⑴　a　　⑵　an　　⑶　×　　⑷　a
⑸　an　　⑹　×

　　⑴　That is［That＇s］ a plane.
⑵　This is a dog.
⑶　That is［That＇s］ my book.
⑷　This is Japan.

　　⑴　This is my cat.
⑵　That is your pen.
⑶　This is an apple， too.
⑷　This is my pencil， too.

セクション 1 -1 This is ～. の文①

P.5

1 答

近くにあるものには This is ～.を使い，
遠くにあるものにはThat is ～．を使う。
⑴・⑵　人には「こちらは」を使い，物に
は「これは」を使うようにする。

考え方 ！

2 答

⑵・⑷　それぞれ e，oという母音で始
まっているので anが入る。

考え方 ！

3 答

⑴　「これは～です」は This is ～.

⑵　dogの前の aを忘れないように。
考え方 ！

P.6 ・ 7

1 答

⑵・⑸　次の語が母音で始まる名詞なの
で anが入る。
⑶　my（私の）や your（あなたの）のよう
な語と a， anはいっしょに使えない。
⑹　地名や国名，人名（このような名詞を「固

こ

有
ゆう

名詞」という）の前に a， anを使わない。

考え方 ！

2 答

近くにあるものには This is ～．を（→⑵・
⑷），遠くにあるものには That is ～.を
（→⑴・⑶）を使う。That isの短縮形は
That’sになるが，This isの短縮形はな
い。

考え方 ！

3 答

⑴　主語は This，動詞が isになる。
⑵　「あなたの」は your。このあとに名
詞が続く。
⑶　appleが aという母音で始まってい
るので anを使っていることにも注意。
⑷　myは名詞（ここではpencil）の前に。

考え方 ！

　　⑴　This is an orange.
⑵　This is my camera.
⑶　That is［That＇s］ your pencil.
⑷　That is［That＇s］ my camera（,） too.

　　⑴　not　　⑵　not　　⑶　Is
⑷　that

　　⑴　Yes　　⑵　No　　⑶　No

　　⑴　Is this Japan or China?
⑵　What is this?

　　⑴　not　　⑵　this　　⑶　What
⑷　or

4 答

⑴　orangeは oという母音で始まって
いるので，anを使う。
⑵　myを使ったら，aを使えない。
⑶　myと yourの違いを確認しよう。
⑷　tooの前のコンマは省いてもよい。

考え方 ！

セクション 1 -2 This is ～. の文②

P.9

1 答

⑴・⑵　否定文は isのあとに not。
⑶・⑷　疑問文は isを this［that］の前に
出す。書きかえた文の意味は次の通り。
⑴　「これはテーブルではありません」
⑵　「あれは私の自転車ではありません」
⑶　「これは卵ですか」
⑷　「あれはあなたのコンピュータですか」

考え方 ！

2 答

⑴　it isだけなので，Yesの答えになる。
「これは犬ですか」─「はい，そうです」
⑵　it is notと notがあるので，Noの
答えになる。「あれは飛行機ですか」─「い
いえ，そうではありません」
⑶　it isn’tは it is notに短縮形を使っ
たものなので，Noの答えになる。「これ
はあなたの自転車ですか」─「いいえ，そ
うではありません」

考え方 ！

3 答

⑴　「これは～ですか（，それとも）…で
すか」は，Is this ～ or ...?の形になる。
もともと Japanや Chinaには aも anも
つかないので，orの疑問文でもつかない。
⑵　「これ〔あれ〕は何ですか」は，What is 

this［that］?になる。

考え方 ！

P.10 ・ 11

1 答

⑴　This is a pencil.の否定文になる。考え方 ！
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2 3

　　⑴　Yes， is　　⑵　an egg
⑶　a bus　　⑷　an apple

　　⑴　This is not［isn＇t］ a calendar.
⑵　Is that my dictionary?
⑶　Is that a bird or a plane?
⑷　What is［What＇s］ this?

　　⑴　This is not a book.
⑵　What is that?
⑶　Is this your cat? ── Yes, it is.
⑷　Is this Japan or America?
── It is［It＇s］ Japan.

　　⑴　She　　⑵　He　　⑶　He
⑷　She

isのあとに not。
⑵　This is your house.の疑問文にな
る。主語の thisを補う。
⑶　文頭なのでWhatと大文字にする。
⑷　どちらかを選ばせる疑問文には or

を使う。

2 答

isを使った疑問文には基本的には isを使
って答える。また，疑問文の this，that

は答えの文では itにする。答えの文の意
味は次の通り。　⑴　「はい，そうです」 
⑵　「卵です」　　⑶　「バスです」　　
⑷　「リンゴです」　appleは aという母
音で始まっているので anを使う。

考え方 ！

3 答

⑴　isのあとに notを入れる。
⑵　isを主語 thatの前に出す。
⑶　Is thatのあとに，A or Bの形を続
ける。どちらも aを忘れないように。
⑷　「これは卵です」 → 「これは何ですか」

考え方 ！

4 答

⑴　This is a book.の否定文。
⑵　That is ～.の文の～の部分がわから
なくて，その部分をWhatにした疑問文
と考えればよい。
⑶　This is your cat.の疑問文。
⑷　Is this Japan?と Is this America?

の ２文を orで 1文にまとめたもの。

考え方 ！

セクション 2 -1 is， am， are のある文①

P.13

1 答

男性には heを，女性には sheを使うこ
とをまずおさえておく。次の各訳文の下

考え方 ！

　　⑴　not　　⑵　is　　⑶　he
⑷　Is

　　⑴　he　　⑵　she　　⑶　Yes
⑷　Who

　　⑴　He＇s　　⑵　She＇s
⑶　He isn＇t［He＇s not］

　　⑴　Is / Yes　　⑵　Is / she
⑶　Is / he　　⑷　Who / He＇s

線部に注意しておこう。
⑴　「こちらは私の母です。彼女は看護
師です」
⑵　「こちらは私の父です。彼は先生です」
⑶　「こちらは私の兄〔弟〕です。彼は学生
〔生徒〕です」
⑷　「こちらは私の姉〔妹〕です。彼女も学
生〔生徒〕です」

2 答

⑴・⑵　否定文は isのあとに not。
⑶・⑷　疑問文は isを主語の前に。
⑴　「彼は私の先生ではありません」
⑵　「彼女は亜希子ではありません」
⑶　「彼は医者ですか」
⑷　「彼女は看護師ですか」

考え方 ！

3 答

⑴　「あなたのお兄さん〔弟さん〕は学生で
すか」─「はい，そうです」　brotherは
男性。
⑵　「あなたのお母さんは先生ですか」─
「はい，そうです」　motherは女性。
⑶　「あなたのお姉さん〔妹さん〕は看護師
ですか」─「はい，そうです」　she isだ
けなので Yesの答えになる。
⑷　「この男の子はだれですか」─「彼は明
です」　「だれ ?」とたずねるにはWhoを使
う。

考え方 ！

P.14 ・ 15

1 答

⑴　「彼は～です」は He is ～.

⑵　「彼女は～です」は She is ～.

⑶　He isの短縮形が He’sで，is notの
短縮形が isn’tになる。

考え方 ！

2 答

⑴　「彼女はあなたの友だちですか」─
「はい，そうです」
⑵　「山本さんはあなたの先生ですか」─
「いいえ，ちがいます」
⑶　「中村さんは医者ですか」─「はい，

考え方 ！
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4 5

　　⑴　彼女は私の姉〔妹〕ではありません。彼
女は私の新しい友だちです。
⑵　林さんは九州の出身ですか，それとも四
国の出身ですか。──（彼は）九州の出身です。

　　⑴　He is not［He isn＇t / He＇s not］ 
an English teacher.
⑵　Is she a college student?
⑶　Who is［Who＇s］ this woman?
⑷　What is［What＇s］ this fruit?

　　⑴　She isn＇t my aunt.
⑵　Is Ms. Smith from America?
⑶　He is not［He isn＇t / He＇s not］ my 
teacher.  He is［He＇s］ my father.
⑷　Who is［Who＇s］ she? ── She is

［She＇s］ Kate.

そうです」
⑷　「あの男の人はだれですか」─「彼は
私の父です」

3 答

⑴　第 2文の〈my＋形容詞（new）＋名詞
（friend）〉の語順にも注意しておこう。
⑵　fromはもともと「～から」の意味で，
出身地を表すのにも使うことができる。

考え方 ！

4 答

⑴　anが使われているのは，そのあと
に続いている Englishが Eという母音
で始まっているため。このように名詞の
前についた形容詞が母音で始まっている
場合も anを使う。「彼は英語の先生では
ありません」の意味になる。
⑵　「彼女は大学生ですか」の意味になる。
⑶　「だれ?」とたずねるときはwhoを使う。
⑷　下線部が物なので，whoではなく
whatを使う。「このくだものは何ですか」
の意味になる。

考え方 ！

5 答

⑴　「彼女は私のおばではありません」と
いう否定文を作る。〈主語（She）＋ be動
詞（is）＋ not［→ isn’t］ ...〉の語順になる。
⑵　「スミスさんはアメリカの出身です
か」という疑問文を作る。Ms.はMsのよ
うに（.）を打たないで使うこともある。未
婚・既婚に関係なく女性に使うことがで
きる。
⑶　myのあとには名詞が続くことを覚
えておこう。

考え方 ！

　　⑴　am　　⑵　are　　⑶　I
⑷　You

　　⑴　not　　⑵　not　　⑶　Are
⑷　you

　　⑴　am　　⑵　I　　⑶　Yes
⑷　are

⑷　話し言葉ではふつう短縮形を使う。

セクション 2 -2 is， am， are のある文②

P.17

1 答

まず，I am ～.で「私は～です」，You are ～．
で「あなたは～です」の意味になることを
確認しておこう。
⑴　Iに合う be動詞を補う。「私は山田
敬子です」
⑵　Youに合う be動詞を補う。「あなた
は大学生です」
⑶　amに合う主語を補う。「私はテニス
の選手です」
⑷　areに合う主語を補う。「あなたは看
護師です」

考え方 ！

2 答

⑴・⑵　否定文は be動詞（am， are）のあ
とに notを入れる。
⑶・⑷　疑問文は be動詞を主語の前に
出す。書きかえた文の意味は次の通り。
⑴　「私は鹿児島の出身ではありません」
⑵　「あなたは医者ではありません」
⑶　「あなたは学生〔生徒〕ですか」
⑷　「あなたはケートですか」

考え方 ！

3 答

⑴・⑵　「あなたは ?」とたずねられてい
るので，答えの文では「私は～」となる。
⑶　I amだけなので，Yesの答え。
⑷　「私は ?」とたずねられているので，
答えの文では「あなたは～」となる。
⑴　「あなたは音楽の先生ですか」─「は
い，そうです」
⑵　「あなたは私の先生ですか」─「はい，
そうです」
⑶　「あなたは横浜の出身ですか」─「は
い，そうです」
⑷　「私はあなたの友だちですか」─「は
い，そうです」

考え方 ！
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4 5

　　⑴　are　　⑵　is　　⑶　am
⑷　is

　　⑴　Are / I am　　⑵　are you
⑶　you / am / I＇m　　⑷　or / I＇m

　　⑴　私は野球の選手です。あなたも野球
の選手です。
⑵　あなたは私の父ではありません。だから，
私はあなたの息子ではありません。
⑶　あなたのお仕事は何ですか〔あなたの職業
は何ですか〕。── 私はパイロットです。

P.18 ・ 19

1 答

⑴　youに合う be動詞は are。「あなた
は野球の選手です」
⑵　ThisやThatに合うbe動詞は is。「こ
れは私のコンピュータです」
⑶　Iに合う be動詞は am。「私は高校
生です」
⑷　Ms. Moriは Sheに置きかえられる
ので，Sheに合う be動詞を使えばよい。
「森さん〔先生〕は新潟の出身です」

考え方 ！

2 答

⑴　「あなたは ?」とたずねられているの
で，「私は～」で答える。「あなたは新入
生ですか」─「はい，そうです」
⑵　「だれ ?」にはWhoを使う。Whoの
あとは疑問文の語順になるので，are 

youの順になる。「あなたはだれですか」
─「私は健の弟〔兄〕の博です」
⑶　Areの be動詞から主語 youを，I

の主語から be動詞 amを補う。3つ目の
空所には短縮形が入る。「あなたはアメ
リカの出身ですか」─「はい，そうです。
私はニューヨークの出身です」
⑷　Are you ～?の疑問文に orが使わ
れている。「あなたは学生ですか，それ
とも先生ですか」─「私は先生です」

考え方 ！

3 答

⑴　playerは文字通り「選手」の意味もあ
るが，単に「（野球などを）する人」の意味で
も使われることがある。tooは「～も」の意
味だが，下の例文では tooは soccerにか
かっていることに注意しよう。
〔例〕　I am a baseball player.    

I am a soccer player， too.

　　　（私は野球の選手です。私はサ

考え方 ！

　　⑴　You are［You＇re］ a high school 
student.
⑵　I am not［I＇m not］ Kumi＇s sister.
⑶　Are you from China?
⑷　Are you a teacher?

　　⑴　You are not my classmate.
⑵　Are you Yumi or Kumi［Kumi or 
Yumi］?
⑶　I am not［I＇m not］ a college student.
⑷　Are you a doctor? ── No, I am 

［I＇m］ not.

ッカーの選手でもあります。）
⑵　前半も後半も否定文になっているこ
とに注意。soは「だから，それで」の意味で，
文と文などを結びつける働きをする。
⑶　Who are you?が「あなたはだれです
か」という意味を表すのに対し，What are 

you?は「お仕事は何ですか」と，ふつうは
職業をたずねる言い方になる。ただし，ど
ちらもぶしつけな感じの英語になるので，
目上の人には使わないように。

4 答

⑴　下線部は主語。主語がYouになると，
be動詞も areにかわる。「あなたは高校
生です」
⑵　be動詞amのあとにnotが入る。「私
は久美の姉〔妹〕ではありません」
⑶　be動詞areを，主語youの前に出す。
「あなたは中国の出身ですか」
⑷　答えの文の主語が Iなので，疑問文
の主語は youになる。

考え方 ！

5 答

⑴　be動詞に areがあるので，主語は
Youだとわかる。このあとに否定文を作
る notを続ける。「あなたは私の同級生
ではありません」
⑵　Are you ～?の疑問文に orを使った
もの。「あなたは由美ですか，それとも久
美ですか〔久美ですか，それとも由美です
か〕」
⑶　I am ～ .の否定文になる。amのあと
に notを入れる。
⑷　質問の文の主語は youで，答えの文
の主語は Iになる。

考え方 ！
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　　⑴　like　　⑵　have　　⑶　know

　　⑴　do not　　⑵　don＇t

　　⑴　I study English hard.
⑵　I don＇t like your dog.

　　⑴　play　　⑵　like　　⑶　have
⑷　speak

　　⑴　know　　⑵　study　　⑶　don＇t
⑷　aren＇t

セクション 3 -1 like， have などの文
［一般動詞］①

P.21

1 答

⑴　「～が好きだ」は like。
⑵　「～がいる」は have。haveはいろい
ろな意味に使われるが，もとは「～を持っ
ている」が基本の意味になる。
⑶　「～を知っている」は know。
動詞のあとにきて，一般に「～を」の意味
になる語（句）を目的語という。

考え方 ！

2 答

一般動詞の否定文は，動詞の前に do not

かその短縮形 don’tを置く。
⑴　「あなたは日本語を話しません」
⑵　「私は数学が好きではありません」

考え方 ！

3 答

英語の文は，語順が重要になることをまず
覚えておこう。動詞の動作などの対象とな
る語句（目的語）がある文では，〈主語＋動詞
＋目的語〉の語順が基本になる。
⑴　主語＝ I，動詞＝ study，目的語＝
Englishでこの語順になる。
⑵　一般動詞の否定文。動詞の前に
don’tがくる。主語＝ I，動詞＝（don’t） 
like，目的語＝ your dog。

考え方 ！

P.22 ・ 23

1 答

動詞と目的語の関係を考える。文法的に
は可能でも，意味的にはふつうはありえ
ないような文は作らないように。
⑴　「私は毎日サッカーをします」
⑵　「私はあなたのネコが大好きです」
⑶　「私は新しい自転車を持っています」
⑷　「私は上手に英語を話します」

考え方 ！

2 答

⑴　一般動詞の文。I am your brother.

だけなら正しい文だが，well（よく）があ
るのでknowになる。know ～ wellで「～
をよく知っている」の意味。

考え方 ！

　　⑴　あなたはピアノを弾きます。私もピ
アノを弾きます。
⑵　私は数学が好きではありません。（私は）
理科も好きではありません。

　　⑴　don＇t have　　⑵　don＇t study
⑶　don＇t go

　　⑴　I have a pencil
⑵　I play the guitar
⑶　I do not know your sister well.
⑷　You don＇t play the piano very well.

　　⑴　I have a new bike.
⑵　I do not［don＇t］ play baseball.
⑶　You play the piano every day.  I 
play the piano every day（,） too.
⑷　I do not［don＇t］ like English.  I do 
not［don＇t］ like math（,） either.

⑵　一般動詞の文。mathが studyの目
的語になる。「あなたは一生けんめい数
学を勉強します」
⑶　一般動詞の否定文。a carが目的語。
「あなたは乗用車を持っていません」
⑷　be動詞の否定文。「あなたは新入生
ではありません」

3 答

⑴　一般動詞の肯定文に tooが使われて
いる。
⑵　一般動詞の否定文に eitherが使わ
れている。

考え方 ！

4 答

⑴　haveが動詞。haveの前に do notの
短縮形の don’tを置く。「私は新しい乗
用車を持っていません」
⑵　studyが動詞。「あなたは熱心に英
語を勉強しません」
⑶　goが動詞。

考え方 ！

5 答

⑴　一般動詞 haveを使った肯定文。
⑵　一般動詞 playを使った肯定文。
guitarの前には theがつく。
⑶　一般動詞 knowを使った否定文。
⑷　一般動詞 playを使った否定文。not 

～ very ...で「あまり…ない」の意味を表
す。

考え方 ！

6 答

⑴　〈a＋形容詞（new）＋名詞（bike）〉の
語順にも注意しておこう。
⑵　一般動詞の否定文になる。baseball

考え方 ！
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6 7

　　⑴　Do　　⑵　study　　⑶　Do you
⑷　Do, speak

　　⑴　Yes　　⑵　do　　⑶　don＇t
⑷　What

　　⑴　Do you study English hard?
⑵　What do you have?

　　⑴　Do, go　　⑵　What do
⑶　What sport

の前に aはつかない。
⑶　 ２文とも一般動詞の肯定文。肯定文
なので，「～も」には tooを使う。tooの
前のコンマ（,）は省いてもよい。
⑷　 ２文とも一般動詞の否定文。否定文
の「～も（ない）」には eitherを使う。too

と同じように，コンマは省いてもよい。

セクション 3 -2 like， have などの文
［一般動詞］②

P.25

1 答

一般動詞の疑問文は Doを主語の前に置
いて，〈Do＋主語（you）＋動詞 ～?〉の語順
になる。
⑴　「あなたは野球が好きですか」
⑵　「あなたは歴史を勉強しますか」
⑶　「あなたはテニスをしますか」
⑷　「あなたは英語を話しますか」

考え方 ！

2 答

⑴　I doだけなので，Yesの答え。「あな
たはピアノを弾きますか」─「はい，弾き
ます」
⑵　Yesの答えなので，doを補う。「あ
なたはノートを持っていますか」─「は
い，持っています」
⑶　Noの答えで空所が １つなので，do 

notの短縮形の don’tを補う。「あなたは
サッカーをしますか」─「いいえ，しませ
ん」
⑷　動詞 likeの目的語がWhatでこれが
文頭にくる。「あなたは何が好きですか」
─「私は音楽が好きです」

考え方 ！

3 答

⑴　一般動詞の疑問文の〈Do＋主語（you）
＋動詞＋目的語 ～?〉にあてはめて考える。
⑵　Whatのあとは疑問文の語順になる。

考え方 ！

P.26 ・ 27

1 答

⑴　一般動詞の疑問文。go toの toにも考え方 ！

　　⑴　エ　　⑵　イ　　⑶　ウ　　⑷　ア

　　⑴　あなたは毎日この公園でサッカーを
しますか。
⑵　あなたは（あなたの）かばん〔バッグ〕にど
んな本を持っていますか。

　　⑴　Do you like your dog very 
much?
⑵　Do you like music?
⑶　What do you have in that box?
⑷　What do you see in this picture?

注意しておこう。
⑵　この疑問文ではWhatは動詞 likeの
目的語になる。
⑶　この文ではWhat sportが動詞 play

の目的語になる。名詞の前につくWhat

は形容詞の働きをする。

2 答

⑴　「あなたはピアノを持っていますか」
─「はい，持っています。私はギターも
持っています」
⑵　「あなたはピアノを弾きますか」─
「いいえ，弾きません。でもギターを弾
きます」
⑶　「あなたはこの花が好きですか，そ
れともあの花が好きですか」─「私はこの
花が好きです」
⑷　「あなたは何を勉強しますか」─「私
は英語と数学を勉強します」

考え方 ！

3 答

⑴　場所と時を表す副詞（句）がいっしょ
に使われるときは，ふつう場所を表す副
詞（句）のほうがが先にくる。
⑵　この文のWhat bookは haveの目的
語になっている。

考え方 ！

4 答

⑴　一般動詞の疑問文は，主語の前に
Doを置く。「あなたは自分の犬が大好き
ですか」
⑵　「はい，そうです。私は音楽が好き
です」→「あなたは音楽が好きですか」
⑶　「あなたはあの箱の中にボールを持
っています」→「あなたはあの箱の中に何
を持っていますか」
⑷　「あなたはこの写真〔絵〕に鳥が見えま
す」→「あなたはこの写真〔絵〕に何が見え
ますか」

考え方 ！
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　　⑴　Do you know my sister?
⑵　What sport do you play?
⑶　Do you practice baseball every day?
⑷　What do you know?

　　１　ア　　２　イ　　３　ア　　
４　イ

　　１　これは私の家ではありません。あれ
が私の家です。
２　私はバイオリンを弾きません。でもあな
たはとても上手にバイオリンを弾きます。
３　あなたはフランス語を話しますか。── 
いいえ，話しません。

　　１　What　　２　your　　
３　Who / is　　４　What do

5 答

⑴　my sisterがknowの目的語になる。
⑵　What sportがplayの目的語になる。
⑶　baseballに aはつかない。
⑷　Whatが knowの目的語になる。

考え方 ！

まとめのテスト① P.28・29

1 答

１　主語が Thisのときの be動詞は is。
「これは私の本です」
２　主語が Iのときのbe動詞はam。「私
はあなたの英語の先生です」
３　I am a pencilでは意味をなさない。
「私は手にえんぴつを持っています」
４　notが続いているので，don’tにす
る必要はない。「私はあなたのお姉さん
〔妹さん〕を知りません」

考え方 ！

2 答

１　第1文は This is ～．の否定文になっ
ている。
２　butは前とのつながりが，逆になる
ことを示す。「しかし，でも」などの意味
になる。
３　一般動詞 speakの疑問文とその答
え。don’tは do notの短縮形。

考え方 ！

3 答

１　Yesや Noで答えていないことに注
目する。「これは何ですか」─「それはギ
ターです」
２　orの疑問文。「これはあなたのカメ
ラですか，それとも私のカメラですか」
─「それは私のカメラです」
３　答えの文で家族関係を答えているこ

考え方 ！

　　１　That is an apple.
２　Is that a fish?
３　My sister is not［isn＇t］ a nurse.
４　What is［What＇s］ this?

　　１　Is that a river or a lake［a lake 
or a river］?
２　You are not my English teacher.

　　１　This is my book.  That is［That＇s］ 
my book（,） too.
２　What is［What＇s］ that? ── It is

［It＇s］ an orange.
３　Is he a teacher or a doctor? ── 
He is［He＇s］ a doctor.

とに注目する。「この女の人はだれです
か」─「彼女は私のおばです」
４　a ballが人ではなく物であることに
注目する。「あなたはこの箱に何を持っ
ていますか」─「ボールを持っています」

4 答

１　appleは aという母音で始まってい
るので，aを anにかえる。「あれはリン
ゴです」
２　isを主語 thatの前に出す。「あれは
魚ですか」
３　be動詞 isのあとにnotを入れる。「私
の姉〔妹〕は看護師ではありません」
４　下線部は物なので，Whatを使う。「こ
れは何ですか」

考え方 ！

5 答

１　orの前後の名詞の前につく aを忘れ
ないようにしよう。「あれは川ですか，
それとも湖ですか〔湖ですか，それとも川
ですか〕。
２　主語が Youのときの，be動詞の否
定文になる。notはareのあとになる。「あ
なたは私の英語の先生ではありません」

考え方 ！

6 答

１　That isには短縮形があるが，This 

isには短縮形がないことを確認しておこ
う。tooの前のコンマは省略してもよい。
２　物をたずねる文になるので，What

を使う。orangeは母音で始まるので an。
３　orのある疑問文。名詞の前の aを忘
れないようにしよう。

考え方 ！

0001-0040_1_基礎�ため1年文法編_KK.indb   8 2021/03/17   14:12



8 9

　　１　ウ　　２　ア　　３　ア　　
４　ア

　　１　私はあなたの英語の先生ではありま
せん。私はあなたの音楽の先生です。
２　あなたは毎日どんな本を読みますか〔読ん
でいますか〕。
３　あなたは毎日この公園へ来るのですか，
それともあの公園へ行くのですか。

　　１　or / It＇s　　２　Are / am
３　she is　　４　What / have

　　１　That is not［That isn＇t / That＇s 
not］ my watch.
２　What do you see in this picture?
３　What sport do you like?
４　Who is［Who＇s］ this student?

まとめのテスト② P.30・31

1 答

１　主語がYouのときのbe動詞はare。「あ
なたはニューヨークの出身です」
２　主語がHeのときのbe動詞は is。「彼
は私の兄〔弟〕です」
３　「～も」の意味を表すのは too。twoは
「 ２」。eitherは否定文に使う。「これは地
図です。あれも地図です」
４　doや don’tだと動詞がない文にな
ってしまう。「これは私の家ではありま
せん」

考え方 ！

2 答

１　第 1文は I amの否定文になる。
２　Whatは bookの前について形容詞
の働きをして「どんな～，何の～」の意味
を表す。動詞 readの目的語が What 

bookになる。
３　一般動詞の orの疑問文。

考え方 ！

3 答

答えの文や主語などに注目して考えてみ
よう。それぞれ次の意味になる。
１　「あれは犬ですか，それともネコで
すか」─「（それは）ネコです」
２　「あなたはフットボールの選手です
か」─「はい，そうです」
３　「中村さんは大学生ですか」─「はい，
そうです」
４　「あなたはかばんに何を持っていま
すか」─「私は本を持っています」

考え方 ！

4 答

　　１　I don＇t have a book in my 
hand.
２　What do you use in that room?

　　１　What food do you like? ── I 
like sushi.
２　I do not［don＇t］ like this flower.  I 
do not［don＇t］ like that flower（,） either.
３　What do you do in this room? 
── I study.

　　⑴　new　　⑵　tall　　⑶　busy

　　⑴　an　　⑵　new

１　否定文は be動詞 isのあとに notを入
れる。「あれは私の時計ではありません」
２　下線部は人間ではないのでWhoは
使えない。「あなたはこの絵〔写真〕の中に
何が見えますか」という文を作る。
３　「私は野球が好きです」→「あなたは
どんなスポーツが好きですか」と考える。
４　下線部は人を表しているので，「こ
の学生はだれですか」という文を作る。

考え方 ！

5 答

１　don’tがあるので，一般動詞の否定
文だとわかる。「私は手に本を持ってい
ません」
２　Whatで始まる一般動詞の疑問文に
なる。「あなたはあの部屋で何を使いま
すか」

考え方 ！

6 答

１　答えの日本文では主語が省略されて
いるが，英語の文では省略しないように。
２　第 2文も主語は省略されているが，
やはり英語では省略してはいけない。
３　doには否定文や疑問文を作るとき
に使う以外に，ふつうの一般動詞とし
て「～する」の意味がある。

考え方 ！

セクション 4 -1 形容詞と冠詞①

P.33

1 答

⑴　「新しい」は new。形容詞が名詞の前
につく形。
⑵　「背の高い」は tall。これも形容詞が名
詞の前につく形。
⑶　「忙しい」はbusy。形容詞がbe動詞（is）
のあとに続く形。

考え方 ！

2 答

⑴　「私は古い車を持っています」　old考え方 ！
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　　⑴　This is an old book.
⑵　This book is old.

　　⑴　a new　　⑵　That, beautiful

　　⑴　busy　　⑵　interesting
⑶　very　　⑷　difficult

　　⑴　pencil, long　　⑵　is a

　　⑴　私は小さい犬を飼っていますが，あ
なたの犬はとても大きい。
⑵　私たちの新しい先生は親切〔やさしい〕で
す。彼女はとても人気があります。

が母音（old）で始まっているので an。
⑵　「この自転車は新しい」　be動詞の
あとに形容詞がきて主語を説明するとき
は aや anは必要ない。

3 答

⑴　「これは～です」は This is ～.。〈an＋
形容詞（old）＋名詞（book）〉の語順。
⑵　「この～」は this ～。このときの this

は形容詞の働きをする。

考え方 ！

P.34 ・ 35

1 答

⑴　aは形容詞の前で〈a＋形容詞＋名詞〉
の語順になる。
⑵　「あの～」は名詞の前について，ここ
では That parkが文の主語になっている
ことに注意。

考え方 ！

2 答

内容を考え，自然な文になるようにする。
⑴　「お母さんは台所で忙しい」
⑵　「これはおもしろい本です」
difficultもよさそうだが，空所の前に an 

があるので，母音で始まる interesting

にする。
⑶　「私の兄〔弟〕はとても背が高い」　こ
の空所には，形容詞の意味を強める副詞
の veryが入る。
⑷　「あれは難しい質問です」

考え方 ！

3 答

⑴　上の文の Thisは主語になる代名詞
で，下の文の Thisは pencilを修飾する
形容詞になる。
⑵　「あの花は美しい」→「あれは美しい
花です」

考え方 ！

4 答

⑴　この文のhaveは「（動物などを）飼う」
の意味。veryは bigの意味を強める副詞
である。
⑵　kind, popularともにここでは be動

考え方 ！

　　⑴　This park is very large.
⑵　I have a long pencil.
⑶　That is my new car.
⑷　This is a very tall building.

　　⑴　He is my new friend.
⑵　English is not difficult.
⑶　Is this book difficult?
⑷　My new teacher is very kind.

　　⑴　a　　⑵　an　　⑶　an　　⑷　a

　　⑴　... play ∧ piano ...
⑵　... play ∧ guitar ...
⑶　... like ∧ dog ...
⑷　... like ∧ book ...

詞のあとに使われている。

5 答

⑴　be動詞のあとに形容詞が続く形で
は，a［an］は不要。a［an］は名詞につく
ものである。「この公園はとても広い」
⑵　〈a＋形容詞（long）＋名詞（pencil）〉の
語順。「私は長いえんぴつを持っていま
す」
⑶　〈所有格（my）＋形容詞（new）＋名詞
（car）〉の語順。「あれは私の新しい車です」
⑷　〈a＋very＋ 形 容 詞（tall）＋ 名 詞
（building）〉の語順。「これはとても高い
建物です」

考え方 ！

6 答

⑴　まず主語になるものを探す。my 

new friendの語順に注意しておこう。
⑵　English is difficult.を否定文にし
たもの。isのあとに notを入れる。
⑶　This book is difficult.を疑問文に
したもの。isを主語の this bookの前に。
⑷　〈所有格（My）＋形容詞（new）＋名詞
（teacher）〉の語順になり，この部分が文
の主語になる。

考え方 ！

セクション 4 -2 形容詞と冠詞②

P.37

1 答

次にくる語が子
し

音
いん

で始まっていれば aを，
母音で始まっていれば anを使う。
⑴　「私はネコを飼っています」
⑵　「私は手にリンゴを持っています」
⑶　「これは古いコンピュータです」
⑷　「私は新しいコンピュータがほしい」

考え方 ！

2 答
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　　⑴　This is an interesting book.
⑵　I play the violin every day.

　　⑴　an　　⑵　×　　⑶　×　　
⑷　the　　⑸　a， a　　⑹　×

　　⑴　a, interesting　　⑵　the piano
⑶　the morning　　⑷　The, the

　　⑴　私はその有名な歌手をとてもよく知
っています。
⑵　私は夕方は忙しくありません。

⑴　「私は毎日ピアノを弾きます」　楽器
の前には the。
⑵　「あなたは毎日ギターを弾きますか」
⑶　「私は犬を飼っています。私はその
犬が大好きです」
⑷　「これは彼の新しい本です。私はそ
の本があまり好きではありません」　not 

～ veryで「あまり～ない」の意味。

考え方 ！

3 答

⑴　形容詞 interestingが母音で始まっ
ているので，anを使うことに注意。
⑵　楽器の前には the。

考え方 ！

P.38 ・ 39

1 答

⑴　oldは母音で始まっている。「私には
年老いた祖父がいます」
⑵　所有格の前後に冠詞はつかない。「ト
ムは私の新しい友だちです」
⑶　スポーツ名には何もつけない。「私
はフットボールはしません」
⑷　楽器の前には theをつける。「あな
たは学校でフルートを演奏しますか」
⑸　どちらも「 1人の」の意味の語が必要。
「私には（ 1人の）兄〔弟〕と，（ 1人の）姉
〔妹〕がいます」
⑹　Englishやmath（数学），science（理
科）などの教科名には何もつけない。「私
は毎日英語を勉強します」

考え方 ！

2 答

⑴　interestingの前に veryがついたた
めに anではなく aを使う。
⑵　楽器の pianoの前には the。
⑶　「午前〔午後 /夕方〕に」は，in the 

morning［afternoon / evening］になる。
⑷　世の中でたった １つのものには the。

考え方 ！

3 答

⑵　in the evening（夕方に）はまとめて
覚えておこう。

考え方 ！

　　⑴　I have a yellow pencil.
⑵　I study English in the afternoon.
⑶　This is an old camera.
⑷　That is a new house.

　　⑴　He is an English teacher.
⑵　Do you know the English word?
⑶　Is that an orange or an apple?
⑷　I have a watch.  The watch is new.

　　⑴　book　　⑵　two
⑶　apples　　⑷　balls

　　⑴　pens　　⑵　boxes　　⑶　apples
⑷　dishes　　⑸　cities　　⑹　men
⑺　buses　　⑻　dictionaries

4 答

⑴　an→ a。「私は黄色いえんぴつを持
っています」
⑵　an→ the。「私は午後に英語を勉強
します」
⑶　oldの前には aではなく an。「これ
は古いカメラです」
⑷　new houseの前に aが必要になる。
「あれは新しい家です」

考え方 ！

5 答

⑴　主語になるのは he。Englishは「英
語の」の意味の形容詞として使う。
⑵　「その」は the。この文の Englishも
形容詞としての用法。
⑶　Is that A or B?の疑問文になる。A， 
Bにくる語はここではどちらも母音で始
まっているので，どちらにも anをつける。
⑷　watchには第 1文では aが，第 ２文
では「その」の theがつくことを確認。

考え方 ！

セクション 5 -1 複数の文①

P.41

1 答

⑴　aがあるから単数形。「私は手に本を
持っています」
⑵　booksと複数形なので two。「私は
おもしろい本を ２冊持っています」
⑶　threeとあるので複数形。「私は両手
に大きなリンゴを ３こ持っています」な
お，handsと複数形になっているので「両
手」としていることにも注意。
⑷　fiveとあるので複数形。「私は新し
いボールが ５こほしい」

考え方 ！

2 答
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　　⑴　I have two brothers.
⑵　I don＇t have any brothers.

　　⑴　computers　　⑵　children
⑶　any　　⑷　books

　　⑴　×　　⑵　 　　⑶　
⑷　

　　⑴　any / any　　⑵　many / have

　　⑴　あなたには兄弟が 2 人いますが，私
にはひとりもいません。
⑵　私はアメリカにたくさんの友だちがいます。
⑶　あなたは学校で何人の生徒に教えていま
すか。

⑴・⑶　そのまま sをつける。
⑵・⑷・⑺　esをつける。
⑸・⑻　yを iにかえて esをつける。
⑹　不規則に変化する。

考え方 ！

3 答

⑴　twoのあとに複数形が続いている。
⑵　否定文の anyである。ここでも複数
形が続いていることに注意。

考え方 ！

P.42 ・ 43

1 答

⑴　computerを複数形にする。「私は
たいてい２台のコンピュータを使います」
⑵　childの複数形は children。「向こ
うにたくさんの子どもが見えます」
⑶　否定文なので anyを使う。「私には
兄弟がひとりもいません」　なお，疑問
文でも someを使うことがある。この場
合は，相手に何かを勧

すす

めたりして Yesの
返答を期待するときである。
⑷　How manyのあとには，名詞の複数
形が続く。「あなたは本を何冊持ってい
ますか」

考え方 ！

2 答

⑴　［s］と［z］。　　⑵　どちらも［z］。
⑶　どちらも［s］。　　⑷　どちらも［iz］。

考え方 ！

3 答

⑴　「あなたは（何匹か）ペットを飼って
いますか」─「いいえ，飼っていません。
私は（ 1匹も）ペットを飼っていません」
最初の anyは疑問文に，答えの anyは
否定文に使われている。
⑵　数をたずねるのは〈How many＋名
詞の複数形 ～?〉の形になる。なお，many

は単独では「たくさんの」の意味を表すこ
とも覚えておこう。

考え方 ！

4 答

　　⑴　I see three leaves on the 
table.
⑵　I do not［don＇t］ know any interesting 
stories.
⑶　Do you know any Japanese words?
⑷　How many rackets do you use?

　　⑴　I have some new books.
⑵　I don＇t have any sisters.
⑶　Do you like cats? ── Yes, I do.
⑷　How many stamps do you have? 
── I have eighty［80］（stamps）.

　　⑴　am　　⑵　is　　⑶　are
⑷　are　　⑸　are　　⑹　are

⑴　後半は否定文の any。
⑵　a lot of ～は「たくさんの～」の意味
で，manyと同じ。
⑶　How many studentsが teachの目
的語になっている。

考え方 ！

5 答

⑴　leafの複数形は leaves。「テーブル
の上に 3枚の葉が見えます」
⑵　否定文なので someを anyに。「私は
おもしろい物語をひとつも知りません」
⑶　疑問文なので someを anyに。「あな
たは何か日本語の単語を知っていますか」
⑷　下線部は数を表しているので，How 

manyの疑問文にする。「あなたはラケ
ットを何本使いますか」

考え方 ！

6 答

⑴　〈some＋ 形 容 詞（new）＋ 名 詞
（books）〉の語順にも注意。
⑵　否定文に anyが使われている。
⑶　一般に「好き，きらい」と言うときは
目的語を複数形にする。
⑷　複数の文では，数を表す語がよく使
われるので，数を英語で言えるように。

考え方 ！

セクション 5 -2 複数の文②

P.45

1 答

それぞれの主語に合った be動詞を選ぶ。
⑴　「私は学生です」
⑵　「彼は学校の先生です」
⑶　「私たちは高校生です」
⑷　「彼（女）らは私の昔からの友人です」
⑸　「ケンとボブはアメリカの出身です」

考え方 ！
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　　⑴　they　　⑵　we

　　⑴　Those are my dogs.
⑵　They are not my friends.

　　⑴　and　　⑵　These books

　　⑴　are　　⑵　We　　⑶　Do
⑷　not

　　⑴　These pictures
⑵　Those, books

　　⑴　あなたたちは音楽の先生ではありま
せん。あなたたちは理科の先生です。
⑵　あれらの〔あの〕2 つの建物は銀行と郵便

Ken and Bobを代名詞で表すとTheyに
なることからも考えてみよう。
⑹　「あなたと私は仲のよい友だちです」
You and Iを代名詞にするとWeになる
ことからも考えてみよう。

2 答

⑴　「これらはあなたのえんぴつですか」
─「はい，そうです」　質問の文の these

や thoseは答えの文では theyになる。
⑵　「あなたたちは英語の先生ですか」─
「はい，そうです」　「あなたたちは」は答
えの文では「私たちは」になることに注
意。youは「あなたは」「あなたたちは」の
両方の意味に使われるが，その区別は名
詞があれば複数形になる。名詞がない場
合は，前後関係などから判断する。

考え方 ！

3 答

⑴　主語が Thoseになる。
⑵　They are my friends.の否定文。

考え方 ！

P.46 ・ 47

1 答

⑴　「～と…」は and。語だけでなく，語
句と語句，文と文をつなげる働きもする。
⑵　〈these［those］＋名詞の複数形〉の形。

考え方 ！

2 答

⑴　主語が複数（Those boys）の文。
⑵　選択肢の中で主語になれるのは we

だけ。文頭にくるので大文字にする。
⑶　teachが一般動詞なので，一般動詞
の疑問文になる。
⑷　be動詞の否定文。be動詞のあとに
notを置く。

考え方 ！

3 答

⑴　下の文では主語が These pictures

になる。
⑵　「あれらの本はとても古い」→「あれ
らはとても古い本です」

考え方 ！

4 答

局です。

　　⑴　These are interesting stories.
⑵　We are college students.
⑶　Who are those boys?
⑷　What are these?

　　⑴　These are very pretty flowers. /
These flowers are very pretty.
⑵　They are not my friends.
⑶　We are not［We aren＇t / We＇re not］ 
busy now.
⑷　Who are those girls? ── They 
are［They＇re］ my sisters.

　　⑴　We　　⑵　He　　⑶　Tom
⑷　brothers

⑴　第 1文は否定文。あとに続く名詞が
teachersと複数形なので Youは「あなた
たちは」の意味になる。
⑵　be動詞のあとに～ and ...が続いて
いることにも注意。

考え方 ！

5 答

⑴　This→These, is→are, an→不要，
story→ stories。「これらはおもしろい
物語です」
⑵　I → We, am → are, a → 不 要， 
student→students。「私たちは大学生です」
⑶　下線部は人なので whoの疑問文に。
Whoのあとは疑問文の語順になる。
⑷　下線部は物なのでwhatの疑問文に。

考え方 ！

6 答

⑴　解答の最初は Theseが主語で，2 つ
目は These flowersが主語になる。「こ
れらはとてもかわいい花です」「これら
の花はとてもかわいい」
⑵　主語は Theyになる。「彼らは私の
友だちではありません」
⑶　We are busy now.を否定文にした
もの。
⑷　質問の文の those girlsは答えの文で
は Theyで受けることに注意。

考え方 ！

セクション 6 -1 likes, has などの文①

P.49

1 答

主語が he, she, itおよびこれらに置きか
えることができる場合には，動詞に sや
esがつくことをまず確認しておこう。

考え方 ！
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　　⑴　plays　　⑵　cooks　　
⑶　watches　　⑷　studies

　　⑴　Ms. Hara likes English very 
much.
⑵　Tom has a big dog.

　　⑴　like　　⑵　lives
⑶　walks　　⑷　watches

　　⑴　 　　⑵　 　　⑶　

⑴　主語がKenだと動詞はgoesになる。
「私たちは毎日学校へ行きます」
⑵　likesとあるので主語は He。「彼は
日本の食べ物が好きです」
⑶　playsとあるので主語は Tom。「ト
ムは上手にテニスをします」
⑷　動詞がuseとsがついていないので，
主語は複数の brothersになる。「私の兄
弟たちは上手にコンピュータを使いま
す」

2 答

主語が he, she, itおよびこれらに置きか
えることができる場合には，動詞に sや
esをつける。
⑴　「健は毎日野球をします」　sだけを
つける。
⑵　「母はとても上手に料理をします」　
sだけをつける。
⑶　「私の姉〔妹〕は毎日テレビを見ます」　
esをつける。
⑷　「由美は熱心に数学を勉強します」　
yを iにかえて esをつける。

考え方 ！

3 答

主語はどちらも ３人称・単数になること
に注意。
⑴　likesが動詞で，Englishが目的語。
⑵　hasが動詞で，a big dogが目的語。

考え方 ！

P.50 ・ 51

1 答

⑴　主語が複数なので，動詞に sはつか
ない。「トムとボブはリンゴが好きです」
⑵　動詞に sをつける。「山本さんは札
幌に住んでいます」
⑶　動詞に sをつける。「真由美は毎日
歩いて学校へ行きます〔徒歩通学してい
ます〕」
⑷　watchには sではなく，esをつける。
「健は野球の試合を見ます」

考え方 ！

2 答

⑷　×

　　⑴　has　　⑵　studies
⑶　goes　　⑷　teaches
⑸　has

　　⑴　私はその男の人を知りませんが，彼
は私の先生について知っています。
⑵　林さんは３か国語か４か国語を話します。

　　⑴　My sister uses this desk.
⑵　The girl helps the old man.
⑶　He needs a big dictionary.
⑷　Kim speaks English at school.

　　⑴　Nancy plays the piano every 
day.
⑵　Tom has a lot of friends.
⑶　My mother［mom］ speaks English 
well.
⑷　He has three children.

⑴　どちらも［s］。　　⑵　どちらも［z］。
⑶　どちらも［iz］。　　⑷　［s］と［z］。

考え方 ！

3 答

主語はいずれも ３人称・単数。
⑴　haveは hasに。「トムは大きなリン
ゴを持っています」
⑵　studyは studiesに。「彼女は毎日
英語を勉強します」
⑶　goは goesに。「私の兄〔弟〕は高校
へ通っています」
⑷　teachは teachesに。「山田先生は
英語を教えています」
⑸　「私の母は英語の本をたくさん持っ
ています」

考え方 ！

4 答

⑴　後半の文の主語は ３人称・単数。
⑵　「 ３ か国語か ４か国語」は「 ３ ～ ４ か
国語」としてもよい。

考え方 ！

5 答

いずれも主語は ３人称・単数になる。
⑴　「私の姉〔妹〕はこの机を使っています」
⑵　「その少女は，その老人の手助けを
します」
⑶　「彼は大きな辞書を必要としています」
⑷　「キムは学校で英語を話します」

考え方 ！

6 答

⑴　主語は Nancy，動詞は plays。楽器
の前の theにも注意しておこう。
⑵　主語は Tom，動詞は has。「トムに
は友だちがたくさんいます」

考え方 ！
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　　⑴　do　　⑵　does
⑶　Do　　⑷　Does

　　⑴　Yes　　⑵　Yes　　⑶　No

　　⑴　He does not like my dog.
⑵　Does he speak English well?

　　⑴　does　　⑵　does　　⑶　do
⑷　does, study

⑶　My motherは Sheに置きかえられ
るので，３ 人称・単数。
⑷　「子どもがいる」→「子どもを持って
いる」と考える。

セクション 6 -2 likes, has などの文②

P.53

1 答

否定文や疑問文で doesを使うのは，主
語が 3人称・単数のときである。
⑴　主語は 1人称・単数。「私はテニス
が好きではありません」
⑵　Heは 3人称・単数。「彼はテニスが
好きではありません」
⑶　Youは2人称・単数（または複数）。「あ
なた（たち）は野球をしますか」
⑷　「彼は野球をしますか」

考え方 ！

2 答

Doesの疑問文には，〈Yes, 主語＋does.〉
か〈No, 主語＋does not［doesn’t］.〉で答
える。
⑴　「彼はコンピュータを使いますか」─
「はい，使います」
⑵　「彼女は学校へ行ってますか」─「は
い，行ってます」
⑶　「健はリンゴが好きですか」─「いい
え，好きではありません」

考え方 ！

3 答

⑴　〈主語＋does not＋動詞の原形 ～.〉
にあてはめて考える。
⑵　〈Does＋主語＋動詞の原形 ～?〉にあ
てはめて考える。

考え方 ！

P.54 ・ 55

1 答

⑴　Heは3人称・単数で，否定文は〈does 

not＋動詞の原形〉の形になる。
⑵　Ms. Yamadaは Sheに置きかえるこ
とができる。
⑶　Ken and Bobは 2人になるので，3
人称・単数ではない。Ken and Bobは 

考え方 ！

　　⑴　Does / Yes
⑵　Does / she does
⑶　Does / doesn＇t
⑷　many / has

　　⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　ア　　
⑷　ウ

　　⑴　Tom does not［doesn＇t］ have a 
Japanese car.
⑵　Mr. Saito does not［doesn＇t］ teach 
English.
⑶　Does your brother want a new 
bike?
⑷　How many books does he read 
every month?
⑸　What does she play every day?
⑹　Who teaches English?

Theyに置きかえられる。
⑷　My sisterはSheに置きかえられる。
does notのあとには原形が続くことに注
意する。

2 答

⑴　「彼には（何人か）兄弟がいますか」─
「はい，います。２人います」
⑵　「あなたのお姉〔妹〕さんは毎日勉強
しますか」─「はい，します」
⑶　「金子さんはネコや犬が好きですか」
─「いいえ，好きではありません」
⑷　「あなたのお父さんは本を何冊持っ
ていますか」─「彼は約300冊の本を持っ
ています」

考え方 ！

3 答

⑴　「だれが毎日サッカーをしますか」─
「私の兄〔弟〕がします」
⑵　「あなたのお兄〔弟〕さんは毎日サッ
カーをしますか」─「はい，します」
⑶　「あなたのお兄〔弟〕さんは毎日何を
しますか」─「彼はサッカーをします」
⑷　「あなたはときどきサッカーをしま
すか」─「はい，します」

考え方 ！

4 答

⑴　does not［doesn’t］のあとには原形
の haveがくる。「トムは日本車を持って
いません」
⑵　原形の teachを使う。「斉藤先生は
英語を教えていません」
⑶　〈Does＋主語＋動詞の原形 ～?〉にあ

考え方 ！

0001-0040_1_基礎�ため1年文法編_KK.indb   15 2021/03/17   14:12



16 17

　　⑴　Tadashi does not［doesn＇t］ have 
any brothers.
⑵　Does your father speak English? 
── Yes， he does.

　　⑴　him　　⑵　Our　　⑶　mother＇s
⑷　mine

　　⑴　her　　⑵　yours　　⑶　Its
⑷　them

てはめて考える。「あなたのお兄〔弟〕さ
んは新しい自転車をほしいと思っていま
すか」
⑷　下線部は数を表しているので，〈How 

many＋名詞の複数形＋does＋主語＋動
詞の原形 ～?〉の形になる。「彼は毎月何
冊の本を読みますか」
⑸　下線部は「物」で，動詞の目的語にあ
たるので，Whatで始まる疑問文にする。
「彼女は毎日何を弾きますか」
⑹　下線部は「人」で，主語になっている
のでWhoで始まる疑問文にする。この
Whoは主語になっていることに注意す
る。Whoは3人称・単数扱いにするので，
動詞は -s, -esのついた形になる。「だれ
が英語を教えていますか」

5 答

⑴　any brothersの代わりに a brother

としてもよい。
⑵　Doesの疑問文には doesを使って
答えることを確認しておこう。

考え方 ！

セクション 7 代名詞と Whose ～?

P.57

1 答

⑴　動詞の目的語になる目的格。「私は
彼が大好きです」
⑵　名詞が続いているので所有格。「私
たちの先生はとても親切です」
⑶　人の名前や名詞の所有格を作るには
〈’s〉を使う。「これは私の母のバッグです」
⑷　あとに名詞がないので所有代名詞。
「あの大きなリンゴは私のものです」

考え方 ！

2 答

⑴　動詞の目的語になる目的格。「あな
たは彼女を知っていますか」
⑵　所有代名詞。「このかさはあなたの
ものですか」

考え方 ！

　　⑴　Whose book is this?
⑵　Whose is this book?

　　⑴　mine　　⑵　her　　⑶　Whose
⑷　It＇s

　　⑴　ours　　⑵　their　　⑶　his
⑷　mine

　　⑴　ウ　　⑵　ア　　⑶　エ　　
⑷　イ

　　⑴　They like you.
⑵　Whose guitar is this?
⑶　Whose racket does he use?
⑷　Whose albums are these?

⑶　itの所有格の its。it isの短縮形 it’s

と区別する。「私は犬を飼っています。
その〔犬の〕鼻はとても大きい」
⑷　動詞の目的語になる目的格。「私は
彼（女）らが大好きです」

3 答

⑴　whoseは所有格の働き。
⑵　whoseは所有代名詞の働き。

考え方 ！

P.58 ・ 59

1 答

⑴　「これはあなたの自転車ですか」─
「はい。それは私のものです」
⑵　「このノートは彼のですか彼女ので
すか」─「それは彼のものではありませ
ん。彼女のノートです」
⑶　「あれはだれの自転車ですか」─「私
の姉〔妹〕のです」
⑷　「これはだれの辞書ですか」─「それ
はあなたのです」

考え方 ！

2 答

所有格か所有代名詞かに注意する。
⑴　we（主格）─ our（所有格）―us（目的
格）─ ours（所有代名詞）。
⑵　they─ their─ them─ theirs。
⑶　he─ his─ him─ his。
⑷　I─my─me─mine。

考え方 ！

3 答

⑴　「これはだれの机ですか」─「それは
彼女のです」
⑵　「あれらはだれのえんぴつですか」─
「それらは私のです」
⑶　「あなたはだれのカメラを使います
か」─「私は健のカメラを使います」
⑷　「あなたはだれの絵〔写真〕が好きです
か」─「私はトムの絵〔写真〕が好きです」

考え方 ！

4 答
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　　⑴　This watch is not mine.
⑵　Whose sister is that girl?
⑶　I do not［don＇t］ know him.  I do not

［don＇t］ know her（,） either.
⑷　Whose stamps are these? ── 
They are［They＇re］ my brother＇s.

　　１　イ　　２　イ　　３　ア　　
４　ア　　５　イ　　６　イ

　　１　あなたたちはアメリカ人ですか，そ
れともカナダ人ですか。── 私たちはカナ
ダ人です。
２　このえんぴつはあなたのものですか，そ
れとも私のものですか。── それは私のも
のです。あのえんぴつ〔あれ〕も私のものです。

　　１　How / have　　２　What / has

⑴　「トムとベンは」→「彼らは」，「あな
たと真美を」→「あなたたちを」
⑵・⑶　〈Whose＋名詞〉のあとは疑問文
の語順にする。
⑷　albumsと複数形なので，主語やそ
れに合う be動詞も複数形のものを使う。

考え方 ！

5 答

⑴　This watch is mine.の否定文。
⑵　Whoseの次に名詞が続く用法。
⑶　否定文の「も」には eitherを使う。
⑷　主語は複数になる。答えの文では，
theseは theyになる。

考え方 ！

まとめのテスト③ P.60・61

1 答

１　Englishが母音で始まっているので
an。「私は英語の教師です」
２　Heは 3人称・単数。「彼には何人か
新しい友だちがいます」
３　a lot ofは複数を表す語句。「私は英
語の本をたくさん持っています」
４　あとに名詞が続いているので所有
格。「これは私たちの学校です」
５　studyは yを iにかえて es。「私の姉
〔妹〕はとても熱心に英語を勉強します」
６　You and Iは複数になる。「あなたと
私は中学生です」

考え方 ！

2 答

１　質問の文の youは，答えの文で we

で答えているから，「あなたたち」の意味。
２　oneは pencilのこと。

考え方 ！

3 答

３　Are / they　　４　Whose / It＇s

　　１　The tall girls are not［aren＇t］ my 
friends.
２　My brother washes the car every 
day.
３　Do you have any albums?
４　What does he have in his pocket?

　　１　You have some interesting 
stamps.
２　Does your father speak English？

　　１　These boys are not［aren＇t］ my 
brothers.
２　Are you from Japan（,）too? ── Yes, 
we are.
３　Whose dog is this? ── It＇s［It is］ 
hers.

１　「あなたは辞書を何冊持っています
か」─「 ３ 冊持っています」
２　「彼は（両）手に何を持っていますか」
─「英語の本を何冊か持っています」
３　「あの少年たちは博と正ですか」─
「はい，（彼らは）そうです」
４　「これはだれのグローブですか」─
「それは私のグローブです」

考え方 ！

4 答

１　be動詞の否定文は be動詞のあとに
not。「その背の高い少女たちは私の友だ
ちではありません」
２　washにはesをつける。「私の兄〔弟〕
は毎日その車を洗います」
３　someは疑問文ではふつう anyにか
える。「あなたは（何冊か）アルバムを持
っていますか」
４　下線部は物なので，whatの疑問文
にする。「彼はポケットに何を持ってい
ますか」

考え方 ！

5 答

１　主格の youと，肯定文の someに注
意。「あなたは興味深い切手を何枚か持
っています」
２　主語が 3人称・単数の疑問文。「あ
なたのお父さんは英語を話しますか」

考え方 ！

6 答

１　主語は複数になる。
２　「あなたたちは」は答えの文では「私
たちは」になる。

考え方 ！

0001-0040_1_基礎�ため1年文法編_KK.indb   17 2021/03/17   14:12



18 19

　　１　ア　　２　イ　　３　イ　　
４　イ　　５　イ　　６　イ

　　１　あなたには兄弟が ２ 人いますが，私
にはひとりもいません。
２　彼には兄弟姉妹が何人いますか。── 

（彼には）兄弟が ２ 人います。

　　１　Does / Yes
２　Are / they aren＇t［they＇re not］
３　Is / she is　　４　Are / they

　　１　I do not［don＇t］ see any birds in 
this picture.
２　How many languages do they 
speak in this country?
３　Whose bags are these?
４　Tom does not［doesn＇t］ watch TV in 

３　〈Whose＋名詞〉のあとに疑問文の語
順を続ける。

まとめのテスト④ P.62・63

1 答

１　肯定文には some。「私は仲のよい友
だちが何人かいます」
２　動詞の目的語になる目的格。「私は
彼をとてもよく知っています」
３　楽器の前にはふつう the。「私は毎日
ギターを弾きます」
４　主語は ３人称・単数。「その少年は
私の両親を知りません」
５　areや camerasから主語は複数を表
すもの。「これらは私のカメラです」
６　ア（複数形）だとおもちゃそのものが
姉〔妹〕たちになってしまう。「これらの
おもちゃは私の姉〔妹〕のものです」

考え方 ！

2 答

１　否定文の anyに注意しておこう。
２　数をたずねる疑問文の主語が３人称・
単数になっている。

考え方 ！

3 答

１　「あなたのお姉〔妹〕さんは学校へ行
ってますか」─「はい，行ってます」
２　「彼らは上手な野球の選手ですか」─
「いいえ，そうではありません」
３　「この少女はあなたのお姉〔妹〕さん
ですか」─「はい，そうです」
４　「トムとボブは仲のよい友だちです
か」─「はい，そうです」

考え方 ！

4 答

the morning.

　　１　Are they English teachers?
２　These dictionaries are not ours.

　　１　How many pencils do you 
have? ── I have ten （pencils）.
２　Does he speak English and 
French? ── Yes, he does.
３　I do not［don＇t］ like her.  She does 
not［doesn＇t］ like me（,） either.

　　⑴　Open　　⑵　listen
⑶　read　　⑷　go

１　someを anyにかえるのを忘れない
ように。「私はこの絵〔写真〕の中に鳥が
一羽も見えません」
２　下線部は数を表している。なお，こ
の文の theyはこの国の「人々」を表して
いる。「この国の人々は何か国語を話し
ますか」
３　所有者をたずねる文にする。「これ
らはだれのかばんですか」
４　主語は ３人称・単数。「トムは午前
中テレビを見ません」

考え方 ！

5 答

１　？があるので疑問文に。「彼らは英
語の先生ですか」
２　oursのあとには名詞が続かないの
で，These are not ...とはできない。「こ
れらの辞書は私たちのものではありませ
ん」

考え方 ！

6 答

１　答えの文の数のあとの名詞は省略し
てもよい。
２　主語は ３人称・単数。
３　第 ２文は否定文の「も」である。

考え方 ！

セクション 8 命令文

P.65

1 答

⑴　命令文は動詞の原形で始める。「ト
ム，本を開きなさい」
⑵　ていねいな命令文。「私の話を聞い
てください」
⑶　禁止の命令文。「この本を読んでは
いけません」
⑷　誘う言い方。Let’sのあとに動詞の
原形を続ける。「公園へ行きましょう」

考え方 ！

0001-0040_1_基礎�ため1年文法編_KK.indb   18 2021/03/17   14:12



18 19

　　⑴　あのコンピュータを使いなさい。
⑵　このコンピュータを使ってはいけません

〔使うな〕。

　　⑴　Let＇s play soccer in the park.
⑵　Don＇t open the windows.

　　⑴　Read　　⑵　Don＇t
⑶　play　　⑷　Don＇t

　　⑴　Let＇s　　⑵　right　　⑶　let＇s

　　⑴　Don＇t, please　　⑵　Let＇s play

　　⑴　今日ここに来てはいけません。明日
ここに来なさい。
⑵　あなたのまわりの人たちに親切にしてく
ださい。

　　⑴　Let＇s sing the song.
⑵　Write your name.
⑶　Don＇t walk fast.
⑷　Let＇s look at the map.

　　⑴　Let＇s listen to the music.

2 答

⑴　ふつうの命令文。
⑵　禁止の命令文。

考え方 ！

3 答

⑴　Let＇sのあとに動詞の原形が続く。
⑵　Don＇tのあとに動詞の原形が続く。

考え方 ！

P.66 ・ 67

1 答

⑴　動詞の原形に。「この手紙を読んで
ください」
⑵　〈Don’t＋動詞の原形〉の形に。「この
公園で野球をしてはいけません」
⑶　「午後テニスをしましょう」
⑷　「本を開いてはいけません」

考え方 ！

2 答

⑴　答えの文の let’sに注目する。
⑵　All right.や O.K．がよく使われる。
⑶　断るときの表現になる。

考え方 ！

3 答

⑴　禁止の命令文。文末に please。
⑵　誘うのは Let’s ～.

考え方 ！

4 答

⑴　第 1文は禁止の命令文。第 2文はふ
つうの命令文。
⑵　ていねいな命令文。kindが形容詞
なので，Beで始まっている。

考え方 ！

5 答

⑴・⑷　Let’sのあとに動詞の原形を続
ける。「その歌を歌いましょう」
⑵　「あなたの名前を書きなさい」
⑶　「速く歩かないで」　Don’tのあとに
動詞の原形を続ける。

考え方 ！

6 答

⑵　Don＇t read this book, please.
⑶　Don＇t speak Japanese in this room.
⑷　Let＇s play tennis after school. ── 
Yes, let＇s.［All right. / O.K.］

　　⑴　eleven　　⑵　three fifteen
⑶　nine twenty　　⑷　five thirty
⑸　twelve forty

　　⑴　It　　⑵　at　　⑶　in

　　⑴　What time is it now?
⑵　I go to bed at ten o＇clock.

　　⑴　It, just　　⑵　It＇s, in

　　⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　イ
⑷　ア

　　⑴　私たちの学校は８時４5分に始まります。

⑴　「その音楽を聞きましょう」
⑵　「この本を読まないでください」　コ
ンマがあるので，pleaseは文末に置く。
⑶　禁止の命令文になる。
⑷　誘う言い方になる。

考え方 ！

セクション 9 -1 時刻などの言い方①

P.69

1 答

ちょうどの時刻は〈数字（＋o’clock）〉，「～
時…分」の時刻は～と…の数字を順に並
べる。⑸は fortyのつづりに注意する。

考え方 ！

2 答

⑴　時刻を表す文の主語は it。「日本で
は今 ７時です」
⑵　「～時に」の「に」には atを使う。「私
は毎日 ６時に起きます」
⑶　「午前〔午後 /夕方〕に」は，in the 

morning［afternoon / evening］。「私た
ちは朝の ７時ごろに朝食を食べます」

考え方 ！

3 答

⑴　What timeのあとは疑問文の語順。
⑵　時刻の前の atに注意する。

考え方 ！

P.70 ・ 71

1 答

⑴　「ちょうど」は just。
⑵　It isの短縮形 It’sを使う。

考え方 ！

2 答

答えの文の意味は次の通り。
ア「今は ７時でも ８時でもありません。9
時です」
イ「はい，そうです」
ウ「 10時40分です」
エ「私は 8時15分に家を出ます」

考え方 ！

3 答
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⑵　私は毎日11時ごろに寝ます。
⑶　私の父はたいてい 8 時ごろに帰宅します。

　　⑴　What time is it now?
⑵　What time do you get up?
⑶　What time does Tom leave for 
school?
⑷　Is it seven （o＇clock） now?

　　⑴　Do you have breakfast at 
seven o＇clock?
⑵　It is six thirty in the evening.
⑶　Is it eight thirty in Japan now［now 
in Japan］? ── Yes, it is.
⑷　What time do you go to bed? ── 
I usually go to bed at eleven （o＇clock）.

　　（順に）　Monday, Thursday, Saturday

　　（順に）　March, May, July,
September, November
　　（順に）　second, third, fifth, eighth，
ninth

⑴　主語が 3人称・単数である。
⑵　aboutの前の atはよく省略される。
⑶　usuallyの位置は一般動詞の前。

考え方 ！

4 答

⑴　「今 ５時です」→「今何時ですか」
⑵　「 ６ 時30分に起きます」→「あなたは
何時に起きますか」
⑶　「トムは ８時に学校へ出かけます」→
「トムは何時に学校へ出かけますか」
⑷　「いいえ，今 ７時ではありません。８
時です」→「今 ７時ですか」

考え方 ！

5 答

⑴　breakfastの前にはふつう aも the

もつけない。
⑵　in the eveningはまとめて覚える。
⑶　ふつうは場所を表す語句（in Japan）
が時を表す語句（now）よりも先にくる。
⑷　「寝る」の意味の go to bedの bedの
前には，aも theもつかない。

考え方 ！

セクション 9 -2 時刻などの言い方②

P.73

1 答

曜日名，月名，序数などは基本中の基本
なので正確に覚えておこう。

考え方 ！

2 答

3 答

序数にはまぎらわしいつづりのものがあ
るので，本書72ページの表で確認する。

考え方 ！

　　⑴　What day is today?
⑵　What＇s the date today?

　　⑴　It　　⑵　fifth
⑶　Wednesday　　⑷　day

　　⑴　day　　⑵　time　　⑶　date

　　⑴　tenth, twentieth
⑵　April, October

　　⑴　今沖縄ではとても暑いです。
⑵　今オーストラリアでは夏ですか，それと
も冬ですか。

　　⑴　What＇s［What is］ the date today?
⑵　What day is （it） today?
⑶　May is the fifth month of the year.
⑷　Tomorrow is my twelfth birthday.

　　⑴　It is not cold today.
⑵　Is it summer in your country?
⑶　What＇s［What is］ the date today? / 
What day of the month is （it） today? 

4 答

⑴　曜日をたずねる疑問文。
⑵　日付をたずねる疑問文。

考え方 ！

P.74 ・ 75

1 答

⑴　寒暖を表す文の主語は it。「今日は
とても暑いです」
⑵　序数に。「 ５ 月は １ 年のうちで ５番
目の月です」
⑶　「水曜日は火曜日のすぐあとに来ます」
⑷　dateは「日付」の意味。「週の最初の
曜日は日曜日です」

考え方 ！

2 答

⑴　「今日は何曜日ですか」─「火曜日です」
⑵　「今何時ですか」─「ちょうど11時です」
⑶　「今日は何月何日ですか」─「１月20
日です。私の誕生日です」

考え方 ！

3 答

⑴　序数が 5つの間隔。
⑵　月名が 1つとび。

考え方 ！

4 答

⑴　寒暖を表す it。
⑵　季節を表す it。

考え方 ！

5 答

⑴　What day of the month is （it） 
today?としてもよい。
⑵　What day of the week is （it） today?

としてもよい。
⑶　「５ 月は 1年で 5番目の月です」
⑷　「明日は私の12回目の誕生日です」　
序数で「 12番目の」は twelfth。

考え方 ！

6 答
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── It＇s［It is］ June （the） ninth.
⑷　Is it warm in Tokyo now? ── 
Yes, it is.

　　⑴　ウ　　⑵　ア　　⑶　ウ

　　⑴　tall　　⑵　How / about

　　⑴　by　　⑵　about　　⑶　How
⑷　is

　　⑴　by / to　　⑵　How， do
⑶　How old　　⑷　are / How

⑴　寒暖を表す文の否定文。
⑵　季節を表す文の疑問文。
⑶　ninthのつづりに注意。なお，日に
ちの前に theをつけることもある。
⑷　寒暖を表す文の疑問文。ふつう場所
（in Tokyo）を時（now）よりも先に置く。

考え方 ！

セクション 10 -1 How や Wh- で始まる
疑問文①

P.77

1 答

⑴　「あなたは何歳ですか」─「私は11歳
です」
⑵　「あなたはどのようにして学校へ行
きますか」─「私はバスで行きます」
⑶　「お元気ですか〔ご機嫌いかがです
か〕」─「元気です，ありがとう」

考え方 ！

2 答

答えの文に注目してみよう。
⑴　「あなたの身長はどれくらいですか」
─「私は １メートル74センチです」
⑵　「東京の夏の天気はどうですか」─
「とても暑いです。あなたの町ではどう
ですか」─「こちらもとても暑いです」

考え方 ！

P.78 ・ 79

1 答

⑴　交通手段を表すのは by。「ここには
バスで来てください」
⑵　How about ～?で「～はどうですか」
の意味。「私は犬が好きです。明美，あ
なたはどうですか」
⑶　年齢をたずねるのは How old。「あ
なたのおじいさんは何歳ですか」
⑷　主語に合った be動詞を使う。「あな
たのお姉〔妹〕さんの身長はどれくらいで
すか」

考え方 ！

2 答

⑴　「あなたは自転車通学ですか」─「い
いえ，そうではありません。徒歩通学で

考え方 ！

　　⑴　ウ　　⑵　イ　　⑶　エ
⑷　ア

　　⑴　How old is Jane?
⑵　How does Tom go to school?
⑶　How many cars does Mr. Smith have?
⑷　How tall is Ms. Nakamura?

　　⑴　How do you come to school?
⑵　I come to school by train.
⑶　How tall are you? ── I am［I＇m］ 
150 centimeters tall.
⑷　I like the teacher.  How about you?

　　⑴　Who　　⑵　Which
⑶　Where　　⑷　When　　⑸　Whose

す」　walk to ～で「～へ歩いて行く」
⑵　「こちらは新しい友人のフレッドで
す」─「はじめまして，和子」。
⑶　「あなたの弟さんは何歳ですか」─「3
か月です。まだ生まれたばかりの赤ちゃ
んなんです」
⑷　「今日のご機嫌はいかがですか」─
「元気です，ありがとう。あなたはどう
ですか」─「私も元気です，ありがとう」

3 答

⑴　「歩きです」の交通手段。
⑵　「ちょうど60歳です」の年齢。
⑶　「ほんの70センチほどです」の身長。
⑷　「いい天気です」の天候。

考え方 ！

4 答

⑴　「ジェーンは何歳ですか」
⑵　「トムはどうやって学校へ行きますか」
⑶　「スミスさんは何台の車を持ってい
ますか」
⑷　「中村さんの身長はどれくらいですか」

考え方 ！

5 答

⑴　Howのあとに疑問文の語順を続け
る。「～へ来る」は come to ～。
⑵　交通手段を表すのは by。
⑶　150 は数字でも英語でもよい。
⑷　「～はどうですか」はHow about ～? 

Howの代わりにWhatも使われる。

考え方 ！

セクション 10 -2 How や Wh- で始まる
疑問文②

P.81

1 答

⑴　「あの少年はだれですか」
⑵　「どちらがあなたの本ですか」
⑶　「あなたの新しい自転車はどこですか」

考え方 ！
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　　⑴　Where　　⑵　When
⑶　Which　　⑷　Who

　　⑴　Where do you swim?
⑵　Which is your bike?

　　⑴　washes　　⑵　is
⑶　pencils　　⑷　does

　　⑴　Which　　⑵　Where
⑶　When / before　　⑷　Whose

　　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　エ
⑷　ア

⑷　「あなたの誕生日はいつですか」
⑸　「これはだれのペンですか」

2 答

⑴　「あなたはどこに住んでいますか」─
「大阪に住んでいます」
⑵　「いつ泳ぎますか」─「夏に泳ぎます」
⑶　「どちらがあなたの本ですか」─「こ
ちらが私の本です」
⑷　「だれがこの部屋をそうじしますか」
─「私の姉〔妹〕がします」

考え方 ！

3 答

⑴　Whereのあとは疑問文の語順に。
⑵　Which bike is yours?と同じ意味。

考え方 ！

P.82 ・ 83

1 答

⑴　「だれが毎日その車を洗いますか」
⑵　birthdayは単数。「あなたのお母さ
んの誕生日はいつですか」
⑶　are theseから複数の文と考える。
「これらはだれのえんぴつですか」
⑷　「彼はどこで英語を勉強しますか」

考え方 ！

2 答

⑴　「どちらがあなたのえんぴつですか」
─「この長いえんぴつが私のです」
⑵　「あなたはどこでテニスをしますか」
─「公園でテニスをします」
⑶　「あなたはいつテレビを見ますか」─
「夕食後にテレビを見ます。夕食前にテ
レビは見ません」
⑷　「これはだれのノートですか」─「私
のノートです」

考え方 ！

3 答

⑴　「だれがあの家に住んでいますか」
─「ジェーンが住んでいます」
⑵　「ジェーンはどこに住んでいますか」
─「彼女はロンドンに住んでいます」
⑶　「ジェーンはいつ自分の部屋をそう
じしますか」─「毎日です」

考え方 ！

　　⑴　Which is your pen?
⑵　Where does Tom watch TV?
⑶　Who opens the windows every 
morning?
⑷　When do they do their homework?

　　⑴　Which is your new house?
⑵　Where does your aunt live?
⑶　Who walks to school? ── I do.
⑷　When does Jane help her mother?

　　⑴　playing　　⑵　helping
⑶　coming　　⑷　studying　　
⑸　swimming　　⑹　making
⑺　writing　　⑻　running

　　⑴　am　　⑵　are　　⑶　We
⑷　He＇s

　　⑴　She is playing in the park.
⑵　I am not studying now.

⑷　「どちらがジェーンの家ですか」─
「あの大きな家です」

4 答

⑴　「どちらがあなたのペンですか」
⑵　「トムはどこでテレビを見ますか」
⑶　「だれが毎朝窓を開けますか」
⑷　「彼らはいつ宿題をしますか」　もと
の文の doは一般動詞。疑問文の最初の
doは疑問文を作るための doで，あとの
doは一般動詞の doになる。

考え方 ！

5 答

⑴　Which houseで始めると，あとが is 

your newで正しい文ができない。
⑵　Whereのあとは疑問文の語順に。
⑶　Whoは ３人称・単数扱い。
⑷　Whenのあとは疑問文の語順に。

考え方 ！

セクション 11 -1 現在進行形の文①

P.85

1 答

⑴・⑵・⑷　ingをつけるだけ。
⑶・⑹・⑺　eをとって ing。
⑸・⑻　最後の子音字を重ねて ing。

考え方 ！

2 答

主語と be動詞の関係を考える。
⑴　「私は野球の試合を見ています」
⑵　「彼らはいっしょに公園を歩いてい
ます」
⑶　「私たちは今その車を洗っています」
⑷　「彼は今数学を勉強しています」

考え方 ！

3 答
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　　⑴　writing　　⑵　I am［I＇m］
⑶　isn＇t［is not］　　⑷　listening

　　⑴　playing　　⑵　reading
⑶　sitting　　⑷　cooking

　　⑴　are running　 ⑵　not swimming

　　⑴　私は毎日夕食後にテレビを見ます。
⑵　私は今居間でテレビを見ています〔見て
いるところです〕。

　　⑴　He is［He＇s］ reading the story now.
⑵　I am［I＇m］ doing my homework now.
⑶　They are not［They aren＇t / They＇re 
not］ studying English.
⑷　Helen is not［isn＇t］ making breakfast.

　　⑴　Tom is running very fast.
⑵　I am not speaking Chinese.
⑶　Jiro and Kazuko are walking in 
the park.

⑴　〈主語＋be動詞＋～ing〉にあてはめる。
⑵　否定文は be動詞のあとに not。

考え方 ！

P.86 ・ 87

1 答

⑴　writeはwritingになる。「トムは今
手紙を書いています」
⑵　I’mに be動詞が含まれている。「私
は今英語を勉強しています」
⑶　helpingがあるので，現在進行形の
否定文に。「彼は今お母さんを手伝って
いません」
⑷　areがあるので，現在進行形に。「私
たちは今音楽を聞いています」

考え方 ！

2 答

⑴　「私は今ギターを弾いています」
⑵　「彼は今雑誌を読んでいます」
⑶　「彼女は今いすにすわっています」
⑷　「彩は今昼食を料理しています」

考え方 ！

3 答

⑴　主語が複数なので are。runは nを
重ねる。
⑵　否定文は be動詞のあとに not。

考え方 ！

4 答

⑵　現在進行形の文。考え方 ！

5 答

⑴　「彼は今その物語を読んでいます」
⑵　「私は今宿題をしています」
⑶　areのあとに not。「彼らは英語を勉
強していません」
⑷　isのあとに not。「ヘレンは朝食を
作っていません」

考え方 ！

6 答

⑷　He is not［He isn＇t / He＇s not］ laughing.  
He is［He＇s］ crying.

　　⑴　Is　　⑵　Are　　⑶　Am
⑷　Are

　　⑴　Who　　⑵　Where　　⑶　What
⑷　doing

　　⑴　Are you running with Tom?
⑵　What are you making?

　　⑴　Are　　⑵　are　　⑶　doing
⑷　Are

⑴・⑵　まず主語と be動詞を探す。
⑶　主語が複数でbe動詞は areを使う。
⑷　laugh， cryともに ingをつけるだけ。

考え方 ！

セクション 11 -2 現在進行形の文②

P.89

1 答

主語に合わせて be動詞を使い分ける。
⑴　「彼女は自分の部屋でテレビを見て
いるのですか」
⑵　「あなたは今夕食を料理していますか」
⑶　「私は歩いていますか，それとも走
っていますか」
⑷　「彼らは今宿題をしていますか」

考え方 ！

2 答

疑問詞の意味を整理しておこう。
⑴　「大きな犬と歩いているのはだれで
すか」
⑵　「彼らはどこでサッカーをしていま
すか」
⑶　「あなたは何を書いていますか」
⑷　「あなたは何をしているところです
か」　doingは一般動詞 doの ing形。

考え方 ！

3 答

⑴　〈Are＋主語＋～ing ...?〉にあてはめ
て考える。
⑵　疑問詞のあとは疑問文の語順にす
る。Whatはmakingの目的語になる。

考え方 ！

P.90 ・ 91

1 答

⑴　主語は複数なので areを使う。「健
と純子は海で泳いでいますか」
⑵　theyに合う be動詞は are。「彼らは
どこでテレビを見ていますか」
⑶　doの ing形は doing。「あなたはこ
こで何をしているのですか」
⑷　youに合う be動詞は are。「あなた

考え方 ！
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　　⑴　I＇m［We＇re］ studying
⑵　Is　　⑶　we are
⑷　Who / are / They＇re

　　⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　ウ
⑷　ア

　　⑴　Are you singing an American 
song?
⑵　Are they running in the garden?
⑶　Who is［Who＇s］ cooking in the 
kitchen?
⑷　What is Tom doing?

は私（の言ってること）を聞いています
か」　この表現は注意散

さん

漫
まん

な相手を非難
するときによく使われる。

2 答

⑴　「あなた（たち）は何を勉強している
ところですか」─「私（たち）は数学を勉強
しているところです」
⑵　「明美は台所で働いていますか」─
「はい，働いています」
⑶　「あなたとお兄〔弟〕さんはお母さん
を手伝っているところですか」─「はい，
そうです」
⑷　「だれがプールで泳いでいますか」─
「トムとジムです。彼らはとても速く泳
いでいます」　最後の空所には They are

の短縮形が入る。

考え方 ！

3 答

⑴　「あなたは数学を勉強しているので
すか，それとも英語を勉強しているので
すか」─「私は数学を勉強しています」
⑵　「あなたはその CDを聞いていると
ころですか」─「はい，そうです」
⑶　「あなたは何を食べているのですか」
─「サンドイッチを食べています」
⑷　「あなたたちはどこで遊んでいます
か」─「私たちは公園で遊んでいます」

考え方 ！

4 答

⑴　You are singing an American 

song.を疑問文にする。「あなたはアメリ
カの歌を歌っているのですか」
⑵　They are running in the garden.

を疑問文にする。「彼らは庭を走ってい
るのですか」
⑶　下線部を「だれが」の意味のWhoに
して疑問文を作る。「だれが台所で料理

考え方 ！

　　⑴　Are you watching TV now?
⑵　What are you doing here?
⑶　Is he doing his homework? ── 
Yes， he is.
⑷　What is he making? ── He is［He＇s］ 
making a doghouse.

　　１　ア　　２　イ　　３　イ　　
４　イ　　５　ア　　６　イ

　　１　私の辞書にさわらないでください。
２　私はあの絵〔写真〕が好きです。あなたは
どうですか。

　　１　How　　２　day　　３　time
４　Where

をしていますか」
⑷　「トムは何をしていますか」という文
を作る。

5 答

⑴　現在進行形の疑問文。主語は youに
なるので，areで始まる疑問文になる。
⑵　Whatで始まる現在進行形の疑問文
になる。この表現は「そんなことはするな」
と相手を非難するのにもよく使われる。
⑶　He is doing his homework.を疑問
文にする。
⑷　Whatで始まる現在進行形の疑問文
に。Whatのあとは疑問文の語順に。答
えの文の主語は補って考えよう。

考え方 ！

まとめのテスト⑤ P.92・93

1 答

１　命令文は動詞の原形で始める。「こ
こにあなたの名前を書きなさい」
２　天候を表す文の主語は it。「今日は
晴れです」
３　amがあるので現在進行形の文。「私
は今英語を勉強しています」
４　tenは複数を表す。「私の妹〔姉〕は10
歳です」
５　否定の命令文にはDon’tを使う。「そ
のドアを開けてはいけません」
６　時刻の前は at。「私は10時に寝ます」

考え方 ！

2 答

１　ていねいな否定の命令文になる。
２　How about ～?で「～はどうですか」。

考え方 ！

3 答

１　「あなたはどのようにして学校に行
きますか」─「バスで学校に行きます」

考え方 ！
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　　１　Let＇s walk to school.
２　How tall is Junko?
３　Is it Sunday today?［Is today 
Sunday?］
４　Ken washes the car every day.

　　１　Who is walking with him?
２　Where is the boy reading the book?

　　１　Don＇t go to school today.  It 
is［It＇s］ Sunday today. ［Today is 
Sunday.］
２　Are you watching TV or playing 
the game? ── I am［I＇m］ watching TV.

　　１　ア　　２　ア　　３　イ　　４　ア

２　「今日は何曜日ですか」─「木曜日です」
３　「今何時ですか」─「7 時です」
４　「あなたのお姉〔妹〕さんはどこに住
んでいますか」─「仙台に住んでいます」

4 答

１　〈Let’s＋動詞の原形 ～.〉の形に。「歩
いて学校へ行きましょう」
２　身長をたずねる文に。「純子の身長
はどれくらいですか」
３　「今日は日曜日ですか」という疑問文
を作る。
４　every dayにかえることで，現在の
習慣を表す現在形の文になる。「健は毎
日その車を洗います」

考え方 ！

5 答

１　Whoで始まる現在進行形の疑問文。
「彼と歩いているのはだれですか」
２　Whereで始まる現在進行形の疑問
文。「その少年はどこでその本を読んで
いますか」

考え方 ！

6 答

１　第 1文は禁止の命令文。曜日は解答
例に示したように，itを使わない言い方
もある。
２　現在進行形に orを使った疑問文。

考え方 ！

まとめのテスト⑥ P.94・95

1 答

１　be動詞がないので進行形ではない。
「だれが上手にピアノを弾きますか」
２　Let’sのあとには動詞の原形。「公園
に行きましょう」
３　「 2 番目の」の意味の語に。「 2 月は 1
年のうちで 2番目の月です」

考え方 ！

　　１　私たちの学校は ８ 時30分〔半〕に始
まって，３ 時30分〔半〕に終わります。
２　彼は歩いているのではありません。彼は
ゆっくりと走っているのです。

　　１　it　　２　date　　３　Which
４　When　　５　How old

　　１　Get up early every morning.
２　What time does he go to bed?
３　Is he swimming in the river?
４　What are they doing in the park?

　　１　Come to my house at nine 
tomorrow.
２　Let＇s leave here about seven 
o＇clock.

４　watchingがあるので現在進行形の
否定文。「彼らは今テレビを見ていません」

2 答

１　時刻の前の atに注意しておこう。
２　第 １文は現在進行形の否定文。

考え方 ！

3 答

１　天候を表す it。「今日はくもってい
ますか」─「はい，くもっています」
２　「今日は何月何日ですか」─「４ 月30日
です」
３　「どちらがあなたのかさですか」─
「こちらのが私のです」
４　「あなたたちはいつフットボールを
しますか」─「放課後にします」
５　「あなたのおばあさんは何歳ですか」
─「68歳です」

考え方 ！

4 答

１　主語をとり，動詞の原形で始める。
「毎朝早く起きなさい」
２　時刻をたずねる文に。「彼は何時に
寝ますか」
３　現在進行形には be動詞が使われる
ことを忘れないように。「彼は川で泳い
でいますか」
４　tennis ではなく，playing tennis

に下線があるので「彼らは公園で何をし
ていますか」という文を作る。

考え方 ！

5 答

１　命令文。「明日 ９時に私の家に来な
さい」。特に強調する以外は tomorrow

は文末に置く。
２　誘う文。「 ７ 時ごろにここを出発し
ましょう」

考え方 ！
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　　１　When does school ［do schools］ 
start［begin］ in Japan? 
── It starts［begins］ ［They start［begin］］ 
in April.
２　What time do you usually have［eat］ 
breakfast? ── I have［eat］ breakfast 

（at） about seven （o＇clock）.

　　⑴　can　　⑵　swim　　
⑶　cannot［can＇t］
⑷　cannot［can＇t］ speak

　　⑴　話すことができますが〔話せます
が〕，話すことができません〔話せません〕
⑵　話すことができます〔話せます〕，も話す
ことができます〔も話せます〕
⑶　話すことができません〔話せません〕，も
話すことができません〔も話せません〕

　　⑴　sing　　⑵　can　　⑶　play
⑷　cannot［can＇t］

6 答

１　「いつ」と時をたずねるのはwhenで，
このあとに疑問文の語順を続ける。
２　「いつもは，たいていは」はusually。「何
時に」という時刻をたずねるのは what 

time。このあとに疑問文の語順を続ける。
答えの文で atを使う場合は aboutの前
に置く。

考え方 ！

セクション 12 -1 can の文①

P.97

1 答

⑴・⑵は肯定文，⑶・⑷は否定文になる。
いずれも主語に関係なく〈can［cannot］
＋動詞の原形〉の形になる。

考え方 ！

2 答

⑴　前半は肯定文で，後半は否定文。
⑵　文末の tooは Chineseにかかる。
⑶　否定文の eitherであることに注意。

考え方 ！

P.98 ・ 99

1 答

〈can［cannot］＋動詞の原形〉の形にあて
はめて考える。
⑴　「私はその新しい歌を歌うことがで
きます」
⑵　「トムは日本語を上手に話すことが
できます」
⑶　「ジェーンはバイオリンを弾くこと
ができます」

考え方 ！

　　⑴　use　　⑵　swimming
⑶　walk　　⑷　watch

　　⑴　can cook
⑵　cannot［can’t］ read

　　⑴　この国では人々は英語を話していま
す〔話します〕。
⑵　私は夢の中だけで上手に英語を話すこと
ができます。

　　⑴　We can see stars at night.
⑵　My brother can drive a car.
⑶　Helen cannot［can＇t］ play the guitar 
well.
⑷　Tom cannot［can＇t］ ride a horse.

　　⑴　He can write letters in English.
⑵　You can＇t play here after school.
⑶　My father can speak English and 
French.
⑷　Bob can speak Japanese， but he 
cannot［can＇t］ write it.

⑷　「恵子は今日ここに来ることができ
ません」

2 答

⑴　「私はこの新しいコンピュータを使
えません」　can’tのあとは原形。
⑵　「私は今，川で泳いでいます」　現在
進行形の文。
⑶　「私は今日歩いて学校へ行くことが
できません」　walk to ～で「～へ歩いて
行く」の意味。
⑷　「夕食後にテレビを見ることができます」

考え方 ！

3 答

⑴　主語が ３人称・単数でも canやその
あとに続く動詞に sがつくことはない。
⑵　canの否定文になる。

考え方 ！

4 答

⑵　「～（することが）できる」という可能
の意味がわかるような日本語にする。

考え方 ！

5 答

⑴　「夜には星を見ることができます」
⑵　canやそれに続く動詞の形に変化は
ない。「兄〔弟〕は車を運転できます」
⑶　否定文でも動詞などに変化はない。
「ヘレンは上手にギターを弾けません」
⑷　「トムは馬に乗ることができません」

考え方 ！

6 答

⑴　動詞の前に canを置く。
⑵　否定文になる。動詞の前に can’t。
⑶　English and Frenchが speakの目

考え方 ！
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　　⑴　Can　　⑵　he
⑶　Can　　⑷　Can she

　　⑴　イ　　⑵　ウ

　　⑴　Can you play soccer well?
⑵　What can you cook?

　　⑴　you　　⑵　I

　　⑴　Can / Yes　　⑵　Can / play
⑶　Who / can　　⑷　What / can

　　⑴　エ　　⑵　ア　　⑶　ウ　　⑷　イ

的語になる。
⑷　後半は否定文になる。

セクション 12 -2 can の文②

P.101

1 答

canの疑問文は canを主語の前に出す。
⑴　「あなたは速く走れますか」
⑵　「彼はコンピュータが使えますか」
⑶　「トムは日本語が話せますか」
⑷　「彼女は泳げますか」

考え方 ！

2 答

基本的に canの疑問文には canを使っ
て答える。
⑴　「あなたはこの本が読めますか」─
「はい，読めます」
⑵　「今日ここにだれが来ることができ
ますか」─「私です」

考え方 ！

3 答

⑴　〈Can＋主語＋動詞の原形～?〉にあ
てはめる。
⑵　Whatのあとに疑問文の語順が続く。

考え方 ！

P.102 ・ 103

1 答

⑴　Can you ～?で依頼を表すことがあ
る。
⑵　Can I ～?で許可を求める言い方に
なることがある。

考え方 ！

2 答

⑴　「この絵〔写真〕の中に鳥が見えます
か」─「はい，見えます。きれいですね」
⑵　「あなたはピアノかフルートを演奏
できますか」─「フルートを演奏できま
す」
⑶　「だれがこの英語の歌を歌えますか」
─「私の姉〔妹〕が歌えます」
⑷　「昼食に何が作れますか」─「サンド
イッチを作ることができます」

考え方 ！

3 答

質問文の意味は次の通り。考え方 ！

　　⑴　Can you play the piano well?
⑵　Can Tom ride a horse?
⑶　Who can come to the party?
⑷　How many boys can you see 
there?

　　⑴　Can your sister ride a bike?
⑵　When can I see your parents?
⑶　Can you walk to school? ── 
Yes, I can.
⑷　Where can we see the strange 
animal(s)?

　　⑴　イ　　⑵　エ

　　⑴　sorry　　⑵　welcome
⑶　me　　⑷　matter

⑴　「あなたはこの語を読むことができ
ますか」
⑵　「私は明日どこであなたに会えますか」
⑶　「私はいつあなたに会えますか」
⑷　「あなたはどちらの歌を歌えますか」

4 答

⑴　「あなたは上手にピアノが弾けます
か」
⑵　「トムは馬に乗れますか」
⑶　「だれがパーティーに来ることがで
きますか」
⑷　「何人の少年がそこに見えますか」

考え方 ！

5 答

⑴　Your sister can ride a bike.を疑
問文にしたもの。
⑵　Whenのあとに疑問文の語順を続け
る。parentは複数形で「両親」の意味に
なることも覚えておこう。
⑶　ふつうの canの疑問文。
⑷　Whereのあとは疑問文の語順。

考え方 ！

セクション 13 会話表現

P.105

1 答

会話表現には決まり文句になっているも
のがある。このまま覚えておこう。

考え方 ！

2 答

⑴　「すみません」の意味。
⑵　これも決まり文句。
⑶　Excuse meのあとに，butを置い
て文を続けることも多い。
⑷　同じ意味のWhat’s wrong?のwrong

は形容詞なので theはつかない。

考え方 ！
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　　⑴　have　　⑵　help
⑶　How　　⑷　you are

　　⑴　thank　　⑵　much
⑶　for / about / Thank　　⑷　get / can

　　⑴　How is your father?
⑵　What＇s the matter with you?
⑶　This is his brother speaking.
⑷　I＇m looking for a new T-shirt.

　　⑴　How about this white skirt?
⑵　How much is that new computer?
⑶　That＇s［It＇s］ too bad.
⑷　Thank you very［so］ much.

　　⑴　played　　⑵　helped
⑶　wrote　　⑷　used　　⑸　stopped
⑹　studied　　⑺　carried

P.106 ・ 107

1 答

⑴　電話をかけてきた相手に向かってい
う言葉であることを確認しておこう。
⑵　Canの代わりにMayも使われる。
⑶　Whatだと「あなたは何者ですか」の
意味になってしまう。
⑷　同じ意味で Here it is.も使う。

考え方 ！

2 答

⑴　ていねいに断る表現。
⑵　値段をたずねる表現。
⑶　look for ～で「～を探す」。How 

about ～?で「～はいかがですか」。
⑷　get to ～で「～へ着く」。walk there 

～で「～そこへ歩いて行く」。

考え方 ！

3 答

⑴　主語が your fatherなので be動詞
も isになる。
⑵　この文のwithは「～に関して」の意。
⑶　かかってきた電話に出たのが，相手
が話したい人の兄弟の場合の表現。
⑷　店で買い求めたいものを forのあと
に続ければよい。

考え方 ！

4 答

⑴　〈this＋形容詞＋名詞〉の語順にも注
意しておこう。
⑵　値段は How muchで聞く。
⑶　That’sの代わりに It’sもよく使う。
⑷　Thank you.を強めた表現。

考え方 ！

セクション 14 -1 過去の文［一般動詞］①

P.109

1 答

⑻　got　　⑼　took　　⑽　put

　　⑴　washed　　⑵　likes
⑶　made　　⑷　yesterday　　⑸　came

　　⑴　studied　　⑵　dropped
⑶　came　　⑷　lived

　　⑴　 　　⑵　×　　⑶　
⑷　×

　　⑴　私は昨日11時に窓を閉めました。
⑵　林さんは10年前にこの本を書きました。

　　⑴　went　　⑵　saw
⑶　studied　　⑷　came
⑸　read　　⑹　did

⑴・⑵　edをつけるだけ。
⑹・⑺　yを iにかえて edをつける。
⑷　dだけをつける。
⑸　最後の子音字を重ねる。
⑶・⑻・⑼・⑽　不規則動詞。

考え方 ！

2 答

⑴　yesterdayがあるから過去形に。「昨
日その車を洗いました」
⑵　前半が現在形なので，後半も現在形。
「私は犬が好きで，彼女も犬が好きです」
⑶　last nightがあるので過去形に。「彼
は昨夜夕食を作りました」
⑷　watchedが過去形であることに注
意。「彼女は昨日その試合を見ました」
⑸　last monthがあるので過去形に。「ト
ムは先月日本に来ました」

考え方 ！

P.110 ・ 111

1 答

⑴　過去形に。「私は昨日一生けんめい
英語を勉強しました」
⑵　最後の子音字を重ねる。「私は先週
その花びんを落としてしまいました」
⑶　comeの過去形は came。「トムは昨
夜私の家に来ました」
⑷　dだけをつける。「私たちは昨年ロン
ドンに住んでいました」

考え方 ！

2 答

⑴　どちらも［t］。　　⑵　［id］と［d］。
⑶　どちらも［id］。　  ⑷　［id］と［t］。

考え方 ！

3 答

それぞれの副詞（句）にも注意しておこう。考え方 ！

4 答

いずれの動詞も過去形になる。
⑴　「私は昨日公園へ行きました」
⑵　「私は昨夜あなたのお父さんを見か
けました」　seeの過去形は saw。

考え方 ！
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　　⑴　I got up early yesterday.
⑵　He ate bread for lunch last 
Monday.
⑶　He had a big house ten years ago.
⑷　He reads the interesting book.

　　⑴　Ken went to the zoo yesterday.
⑵　I took some pictures in Nara.
⑶　My uncle lived in Nagasaki ten 
years ago.
⑷　My sister went to bed at eleven 

（o＇clock） yesterday.

　　⑴　did　　⑵　didn＇t　　⑶　Did
⑷　study

⑶　「私は先週一生けんめい数学を勉強
しました」
⑷　「彼女は５日前に私の家に来ました」
⑸　「私は昨年その物語を読みました」
readの過去形は同じつづりの read。
⑹　「私はこの前の日曜日に宿題をしま
した」　doの過去形は did。

5 答

⑴　getの過去形は got。「私は昨日早く
起きました」
⑵　特に強調する以外は，副詞（句）は文
末に置く。eatの過去形は ate。「彼はこ
の前の月曜日に昼食にパンを食べました」
⑶　has［have］の過去形は had。「彼は
10年前には大きな家を持っていました」
⑷　過去形の readの発音に注意してお
こう。現在形で主語が3人称・単数なので，
sがつく。「彼はそのおもしろい本を読み
ます」

考え方 ！

6 答

⑴　主語は Ken。
⑵　主語は I。
⑶　「～に住む」は live in ～。
⑷　go to bedの goを過去形にする。

考え方 ！

セクション 14 -2 過去の文［一般動詞］②

P.113

1 答

否定文の基本形は〈主語＋did not

［didn’t］＋動詞の原形 ～.〉で，疑問文の
基本形は〈Did＋主語＋動詞の原形～?〉に
なる。
⑴　「私は野球をしませんでした」

考え方 ！

　　⑴　did　　⑵　didn＇t　　⑶　Who

　　⑴　He didn＇t eat the apple.
⑵　Did you live in Tokyo?

　　⑴　didn＇t［did not］　　
⑵　didn＇t［did not］　　⑶　come
⑷　do

　　⑴　Did / No　　⑵　did / got
⑶　What / studied　　
⑷　Which / ate

　　⑴　エ　　⑵　ア　　⑶　ウ
⑷　イ

⑵　「私はその車を洗いませんでした」
⑶　「彼はお母さんを手伝いましたか」
⑷　「彼女は英語を勉強しましたか」

2 答

⑴　「あなたはパーティーに行きました
か」─「はい，行きました」
⑵　「あなたはその本を読みましたか」─
「いいえ，読みませんでした」
⑶　「だれがその箱を開けましたか」─
「私が開けました」

考え方 ！

3 答

否定文・疑問文の基本形にあてはめて考
えてみよう。

考え方 ！

P.114 ・ 115

1 答

⑴　「私は去年魚が好きではありません
でした」
⑵　「彼は昨日その手紙を書きませんで
した」
⑶　「彼女は私の家に来ませんでした」　
didn’tのあとは原形。
⑷　「私は昨日宿題をしませんでした」　
「する」の意味の動詞の原形は do。

考え方 ！

2 答

⑴　「あなたはこの写真を撮りましたか」
─「いいえ，撮りませんでした」
⑵　「あなたは今朝早く起きましたか」─
「はい，起きました。私は今日は ５時に
起きました」
⑶　「あなたは今日は何を勉強しました
か」─「今日は英語と理科を勉強しまし
た」
⑷　「トムはどちらのケーキを食べまし
たか」─「大きいのを食べました」

考え方 ！

3 答

⑴　「いつ野球をしましたか」─「昨日し
ました」

考え方 ！
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　　⑴　She did not［didn＇t］ write the 
long letter.
⑵　I did not［didn＇t］ have any friends 
in America.
⑶　Did the boy make the doghouse?
⑷　Who went to Korea last year?

　　⑴　He didn＇t watch TV last night.
⑵　What did you see in the park?
⑶　Jane did not［didn＇t］ help her mother 
this morning.
⑷　Did you see the movie? ── Yes, 
I did.

　　⑴　was　　⑵　were　　⑶　is
⑷　was　　⑸　are

⑵　「昨日野球をしましたか」─「はい，
しました」
⑶　「どこで野球をしましたか」─「公園
でしました」
⑷　「何人の少年が野球をしましたか」─
「20人ほどの少年がしました」

4 答

⑴　「彼女はその長い手紙を書きません
でした」　didn’tのあとに原形。
⑵　「私はアメリカに友だちがひとりも
いませんでした」　someは否定文では
anyに。
⑶　「その少年がその犬小屋を作ったの
ですか」　Didを文頭に。
⑷　「だれが昨年韓国に行きましたか」　
Whoを文頭に置いて，主語として使う。

考え方 ！

5 答

⑴　過去の否定文になる。
⑵　Whatのあとは疑問文の語順。
⑶　did not［didn’t］のあとには原形。
⑷　「映画を見る」は see a movie。see

の代わりに watchを使うこともある。
テレビで映画を見る場合には watchが
よく使われる。

考え方 ！

セクション 15 過去の文［be 動詞］

P.117

1 答

⑴　主語が Iで，過去の文なので was。
⑵　主語が複数で，過去の文なのでwere。
⑶　前半に I’m busyと現在形があり，
alsoや nowがあるので，後半も現在形。

考え方 ！

　　⑴　not　　⑵　wasn＇t　　⑶　Were 
⑷　Was

　　⑴　I was in the gym yesterday.
⑵　Were you free yesterday afternoon?

　　⑴　were　　⑵　was not［wasn＇t］
⑶　wasn＇t［was not］
⑷　weren＇t［were not］　　⑸　were

　　⑴　was in　　⑵　Was / was
⑶　When　　⑷　What

　　⑴　イ　　⑵　ウ　　
⑶　ア　　⑷　エ

　　⑴　Kate was in Osaka last week.
⑵　They were not［weren＇t］ in the 

⑷　主語が３人称・単数で，過去の文な
ので was。
⑸　主語は ｢山田夫妻｣ で複数になり，
nowがあるので現在形。

2 答

⑴　be動詞 wereのあとに not。
⑵　was notの短縮形 wasn'tを使う。
⑶・⑷　be動詞を主語の前に出す。

考え方 ！

3 答

⑴　be動詞 wasのあとに場所を表す語
句を続ける。
⑵　You were free ⋮を疑問文にする。
be動詞 wereを主語 youの前に出す。

考え方 ！

P.118 ・ 119

1 答

⑴　areの過去形は were。
⑵　wasのあとに not。
⑶　Sheには wasを使う。
⑷　Youには wereを使う。

考え方 ！

2 答

⑴　｢あなたは先週秋田にいましたか，
それとも青森にいましたか｣ ─ ｢私は秋
田にいました｣
⑵　｢その少年は昨日あなたに親切でし
たか｣─｢はい，親切でした｣
⑶　｢彼らはいつロンドンにいましたか｣
─｢彼らはそこに４月にいました｣
⑷　｢そのときその箱には何が入ってい
ましたか｣ ─ ｢大きなリンゴが１個入っ
ていました｣

考え方 ！

3 答

⑴　イ　｢暖かくていい天気でした｣
⑵　ウ　｢2人は東京にいました｣
⑶　ア　｢とてもおいしかったです｣
⑷　エ　｢彩がいました｣

考え方 ！

4 答

0001-0040_1_基礎�ため1年文法編_KK.indb   30 2021/03/17   14:12



30 31

gym yesterday.
⑶　Were you and Tom in the same 
class last year?
⑷　Where was Jane an hour ago?

　　⑴　Was the story long or
⑵　The tree was not so tall five years

　　⑴　Were you in the library this 
morning? ― Yes, I was.
⑵　He was not［wasn＇t］ a soccer player 
last year.

　　⑴　looking　　⑵　watching　　
⑶　were　　⑷　were　　⑸　were

　　⑴　not　　⑵　wasn＇t　　⑶　Were 

書きかえた文の意味は次の通り。
⑴　｢ケイトは先週大阪にいました｣
⑵　｢彼らは昨日体育館にいませんでした｣
⑶　｢あなたとトムは昨年同じクラスで
したか｣
⑷　｢1時間前ジェーンはどこにいまし
たか｣

考え方 ！

5 答

⑴　Wasで始まるorのある疑問文にする。
⑵　主語をまず The treeと見定める。
このあとに wasを続ける。soは形容詞
tallの前に使う。否定文では｢それほど，
そんなに｣の意味になる。

考え方 ！

6 答

⑴　be動詞を主語 youの前に出す。答
の文の主語は Iになる。
⑵　be動詞のあとに notを入れる。this 

morningや last yearなどの副詞（句）は
特に強調する以外は文末に置いて使う。

考え方 ！

セクション 16 過去進行形の文

P.121

1 答

いずれも過去進行形の文。be動は主語
の合わせて wasと were使い分ける。
それぞれ次の意味になる。
⑴　｢私はその絵〔写真〕を見ていました｣
⑵　｢彼はテレビで野球を見ていました｣
⑶　｢彼らは公園を歩いていました｣
⑷　｢何人かの人たちが駅の近くに立っ
ていました｣
⑸　｢私たちはそのとき台所で皿を洗っ
ていました｣

考え方 ！

2 答

⑷　playing

　　⑴　I was not reading this book.
⑵　Were you studying in the library?

　　⑴　listening　　⑵　wasn＇t［was not］
⑶　were　　⑷　helping　　⑸　doing

　　⑴　Were　　⑵　she wasn＇t
⑶　What / was　　⑷　Who / were

　　⑴　ウ　　⑵　ア　　⑶　エ　　⑷　イ

⑴　be動詞 wereのあとに not。
⑵　was notの短縮形 wasn’tを使う。
⑶・⑷　be動詞が主語の前に出る形に
なる。

考え方 ！

3 答

⑴　be動詞 wasのあとに not。｢この
本を読む｣＝ read this book。
⑵　You were studying in the 

library.を疑問文にしたもの。be動詞
wereを主語 youの前に出す。

考え方 ！

P.122 ・ 123

1 答

⑴　｢私はそのとき音楽を聞いていました｣
⑵　｢彼はそのときピアノを弾いていま
せんでした｣
⑶　｢そのときその２人の少年は泳いで
いました｣
⑷　｢彼女はお母さんを手伝っていませ
んでした｣
⑸　｢私たちはそのとき宿題をしていま
した｣

考え方 ！

2 答

⑴　｢あなたはこの本を読んでいたので
すか｣─｢はい，読んでいました｣
⑵　｢あなたのお姉さん〔妹さん〕はその
ときケーキを作っていたのですか｣─｢い
いえ，作っていませんでした｣
⑶　｢あなたはそのとき何を勉強してい
たのですか｣ ─ ｢私は英語を勉強してい
ました｣
⑷　｢だれがプールで泳いでいましたか｣
─｢奈菜と明美が泳いでいました｣

考え方 ！

3 答

⑴　ウ　｢はい，そうです｣
⑵　ア　｢私の父が使っていました｣
⑶　エ　｢彼はこの赤いのを使っていま
した｣
⑷　イ　｢彼はそれを自分の部屋で使っ
ていました｣

考え方 ！
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　　⑴　I was looking for my key.
⑵　He was not［wasn＇t］ sleeping in 
his room.
⑶　Were they having lunch together?
⑷　What was Helen reading then?

　　⑴　I was walking my dog in the
⑵　What were you doing here?

　　⑴　I was not［wasn＇t］ reading this 
magazine then［at that time］.
⑵　Where were you playing baseball 
this morning?

　　⑴　is　　⑵　are　　
⑶　is　　⑷　is　　⑸　are

4 答

⑴　｢私は鍵を探していました｣　主語
が Iなので，wasを使う。
⑵　｢彼は自分の部屋で眠っていません
でした｣
⑶　｢彼らはいっしょに昼食を食べてい
ましたか｣
⑷　｢ヘレンはそのとき何を読んでいま
したか｣　下線部は｢物｣を表しているの
で，疑問詞は whatになる。

考え方 ！

5 答

⑴　まず，主語，be動詞，～ingを確認
する。この文のwalkの意味にも注意する。
⑵　Whatのあとに過去進行形の疑問文
の語順を続ける。

考え方 ！

6 答

⑴　過去進行形の否定文。wasのあと
に not。was notの短縮形 wasn’tを使
ってもよい。｢そのとき｣は at the time

でもよい。
⑵　｢どこで｣のWhereのあとに過去進
行形の疑問文の語順を続ける。

考え方 ！

セクション 17 There is[are] ～. の文

P.125

1 答

あとに続く名詞が単数なら isを，複数
なら areを使う。
⑴　｢机の上にえんぴつが１本あります｣
⑵　｢机の上に本が２冊あります｣
⑶　｢テーブルの上にオレンジが１個あ
ります｣
⑷　｢木の下に犬が１匹います｣
⑸　｢この家にはたくさんのネコがいます｣

考え方 ！

　　⑴　not　　⑵　are　　⑶　Is
⑷　there

　　⑴　There are three students in the 
classroom.
⑵　Is there a library in this town?

　　⑴　under　　⑵　on
⑶　in　　⑷　on

　　⑴　are　　⑵　was

　　⑴　ウ　　⑵　ア
⑶　エ　　⑷　イ

　　⑴　There is not［isn＇t］ a table in 
this room.
⑵　There are not［aren＇t］ any balls in 
the bag.
⑶　Are there any cups on the table?
⑷　How many birds are there in the 

次の aにひかれて isとしないように。a 

lot of ～は ｢たくさんの～｣ の意味にな
る。

2 答

⑴　be動詞 isのあとに not。
⑵　be動詞 areは notの前。
⑶・⑷　be動詞が thereの前に出る形
になる。

考え方 ！

3 答

⑴　｢３人の生徒｣は複数なので，There 

areの形にして，three studentsを続
ければよい。
⑵　libraryが単数なので，There isの
疑問文にする。

考え方 ！

P.126 ・ 127

1 答

⑴　｢～の下に｣は under。
⑵　｢～の上に｣は on。
⑶　｢～の中に，～に｣は in。
⑷　｢（接触状態で）～に｣は on。例えば
｢天井に｣ でも，on the ceilingとする。
（ceilingは｢天井｣の意味）

考え方 ！

2 答

⑴　seven daysが複数なので，areを
使う文になる。
⑵　hadと過去形で，a concertが単数
なので，wasを使う文になる。

考え方 ！

3 答

⑴　ウ　｢はい，いくつかあります｣
⑵　ア　｢はい，ありました｣
⑶　エ　｢10冊あります｣
⑷　イ　｢新しいコンピュータがあります｣

考え方 ！

4 答
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cage?

　　⑴　There was an old house near
⑵　Are there many animals in

　　⑴　There are twenty［20］ teachers 
in our school.
⑵　How many balls are there in the 
box?

　　⑴　watch　　⑵　reading　　
⑶　playing　　⑷　cook　　⑸　eating

書きかえた文の意味は次の通り。
⑴　｢この部屋にテーブルはありません｣
⑵　｢そのかばんにボールは 1個も入って
いません｣　否定文では someを anyに
かえる。not any ～で｢1つも〔1人も〕～
ない｣の意味を表すことも覚えておこう。
⑶　｢テーブルの上にカップが（いくつ
か）ありますか｣　疑問文でも someは
ふつう anyにかえる。
⑷　｢鳥かごに何羽の鳥がいますか｣　
下線部は数を表しているので，How many

の疑問文になる。

考え方 ！

5 答

⑴　wasがあるので過去の文になる。｢～
の近くに｣は near ～。
⑵　まず，疑問文になることに注意す
る。There are many animals ⋮を疑
問文にしたものになる。

考え方 ！

6 答

⑴　twenty teachers が複数なので，
There areの文になる。
⑵　数をたずねるので How manyを使
い，このあとに疑問文の語順を続ける。

考え方 ！

セクション 18 動詞を使う表現

P.129

1 答

⑴　｢私は今テレビを見たい｣　want to

のあとには動詞の原形を続ける。
⑵　｢私たちはその本を読んで楽しみま
した｣　enjoy ～ingで｢～して楽しむ｣。
⑶　｢健は野球をするのが得意です｣　
be good at ～ingで ｢～するのが得意
〔上手〕だ｣。
⑷　｢彼は今日料理をしたくありません｣
　want toの否定文になる。
⑸　｢私たちは全員リンゴを食べるのが

考え方 ！

　　⑴　あなたは海で泳ぐのが好きですか。
⑵　彼女は今日とても疲れているように見え
ます。

　　⑴　Do you want to buy this book?
⑵　Do you like running in the park?

　　⑴　to know　　⑵　swimming
⑶　to speak　　⑷　cooking
⑸　to use

　　⑴　①　彼のお母さんは本当に若い。
②　彼のお母さんは本当に若く見えます。
⑵　①　何人かの人たちが古い切手を見てい
ます。
②　私は古い切手を見るのが好きです。

　　⑴　strange　　⑵　going

好きです｣　to eatも英語としては正し
いが，｢1語｣ という指定があるので～
ing形にする。

2 答

⑴　like to ～で｢～することが好き｣の
意味。likeの目的語には to ～と～ingの
両方使うことができるが，一般的に ｢～
することが好き｣には like ～ingとする
ことが多い。like to ～は前後関係から
｢～したい｣の意味を表すこともある。
⑵　lookのあとに続く形容詞に very

がついた形。

考え方 ！

3 答

⑴　want to ～の疑問文。buyが動詞の
原形になる。
⑵　like ～ingの文。

考え方 ！

P.130 ・ 131

1 答

それぞれの文の意味は次の通り。
⑴　｢私はあなたの名前を知りたい｣
⑵　｢あなたは川で泳いで楽しみましたか｣
⑶　｢あなたはここでは英語で話す必要
があります｣
⑷　｢私はカレーを料理するのが得意で
はありません｣
⑸　｢私はこの自転車を使いたくありま
せん｣

考え方 ！

2 答

⑴　①は実際に若いことを表し，②は
若く見えるということ。
⑵　①　現在進行形の文。　②　looking

は likeの目的語になっている。

考え方 ！

3 答

⑴　｢あなたの話は奇妙に聞こえますが，考え方 ！
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　　⑴　want to be an English teacher
⑵　didn＇t look happy this morning
⑶　not good at swimming in the sea
⑷　didn＇t try to tun fast
⑸　do you want to do

　　⑴　Do you want to play tennis now?
⑵　I like walking with my dog（s）. / I 
like to walk with my dog（s）.
⑶　The dictionary does not［doesn＇t］ 
look new.

でも私はあなたを信じます｣
⑵　｢私は絵を見るのが好きです。美術
館へ行くのはどうですか｣

4 答

⑴　｢私は英語の教師になりたい｣　am

が不要。
⑵　｢私の姉〔妹〕は今朝楽しそうに見え
ませんでした｣　toが不要。
⑶　｢私は海で泳ぐのが得意ではありま
せん｣　onが不要。
⑷　｢彼は速く走ろうとしませんでした｣　
ofが不要。
⑸　｢あなたは今日何がしたいですか｣　
areが不要。

考え方 ！

5 答

⑴　want to ～の疑問文になる。
⑵　～ingか to ～を likeの目的語とし
て使う。
⑶　lookのあとに形容詞newを続ける。
主語が３人称・単数の否定文になる。

考え方 ！

　　１　ア　　２　イ　　３　イ　　
４　イ　　５　ア　　６　ア

　　１　私の母はスキーはできませんが，と
ても上手にスケートが滑れます。
２　トムはいつもは朝食を食べますが，今朝
は食べませんでした。

　　１　Can　　２　Did　　３　had
４　When

まとめのテスト⑦ P.132・133

1 答

１　canのあとは原形。「兄〔弟〕は速く
泳げます」
２　last weekは過去を表す。「私は先週
フットボールをしました」
３　two years agoは過去を表す。「ジ
ェーンは ２年前フランスに行きました」
４　yesterday morning（昨日の朝）は過
去を表す。last morningとはふつう言わ
ない。「彼は昨日の朝ここに来ませんで
した」
５　canに sはつかない。「だれがこの
質問に答えることができますか」
６　didn’tのあとは原形。「私は昨日彼
を訪ねませんでした」

考え方 ！

2 答

１　前半は否定文。
２　didn’tのあとに，eat breakfastを
補って考える。

考え方 ！

3 答

１　「あなたは英語で手紙が書けますか」
─「はい，書けます」
２　「あなたは昨日公園へ行きましたか」
─「いいえ，行きませんでした」
３　「昼食に何を食べましたか」─「サン
ドイッチをいくつか食べました」
４　「あなたはいつ日本に来ましたか」─
「 3 年前に日本に来ました」

考え方 ！
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　　１　Jane cannot［can＇t］ speak 
Japanese well.
２　We were in Kyoto yesterday.
３　Where did they play baseball?
４　Who can solve this problem?

　　１　He did not do his homework 
yesterday. （yesterday は文頭でも可）
２　My father can speak English and 
French［French and English］.

　　１　Who helped our teacher? ── 
Tadashi did.
２　What can you see in this picture? 
── I can see some animals.

4 答

１　「ジェーンは上手に日本語が話せま
せん」
２　｢私たちは昨日京都にいました｣
３　「彼らはどこで野球をしましたか」
４　「だれがこの問題を解けますか」

考え方 ！

5 答

１　「彼は昨日宿題をしませんでした」
２　「父は英語とフランス語〔フランス語
と英語〕が話せます」

考え方 ！

6 答

１　Whoを主語として使う。
２　答えの文は主語を補って考える。

考え方 ！

　　１　イ　　２　ア　　３　ア　　
４　イ　　５　ア　　６　イ

　　１　私の父はとても上手にこの新しいコ
ンピュータを使えますが，私はそれが使えま
せん。
２　今私にはたくさんの友だちがいますが，
５ 年前はひとりもいませんでした。

　　１　much　　２　welcome
３　for　　４　matter

　　１　Mr. Smith cannot［can＇t］ write 
kanji well.
２　I was doing my homework then.
３　What time did Ann get to the 
station?
４　How are you?

まとめのテスト⑧ P.134・135

1 答

１　最後の子音字を重ねる。「その列車
は各駅にとまりました」
２　readの過去形は read。「ケートは先
週その本を読みました」
３　canにsがつくことはない。「だれも
この質問に答えられません」
４　didn’tのあとは原形。「私は昨夜そ
のパーティーに行きませんでした」
５　seeが原形。「私はそこでだれも人を
見かけませんでした」
６　didn’tのあとにwatch the gameが
省かれている。「トムはその試合を見まし
たが，私は見ませんでした」

考え方 ！

2 答

１　but以下は canの否定文になってい
る。
２　anyのあとに friendsを補って考え
るとわかりやすい。

考え方 ！

3 答

１　「この白いシャツはいくらですか」─
「 2，000 円です」
２　「ありがとうございます」─「どうい
たしまして」
３　「いらっしゃいませ」─「帽子を探し
ているのですが」
４　「どうされましたか」─「寒いです」

考え方 ！

4 答

１　「スミスさんはうまく漢字が書けま
せん」

考え方 ！
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　　１　Did the teacher say anything 
about me?
２　How many students came to the 
party?

　　１　Who can answer this question? 
── Junko can.
２　Did you take this picture or that 
one［picture］? ── I took this one

［picture］.

２　「私はそのとき宿題をしていました」
３　「アンは何時に駅に着きましたか」
４　「私は元気です，ありがとう。あな
たはいかがですか」→「ご機嫌いかがです
か〔お元気ですか〕」

5 答

１　「先生は私について何か言いましたか」
２　「何人の生徒がパーティーに来まし
たか」

考え方 ！

6 答

１　答え方に注意。
２　答えの文は主語を補って考える。

考え方 ！

　　１　 　　２　 　　３　×

　　１　his　　２　sister　　３　don＇t
４　studied　　５　boxes　　
６　second

　　１　is not　　２　This, yours
３　Let＇s play　　４　don＇t, the［that］
５　came, ago

　　１　How old　　２　What time
３　Whose　　４　Who

　　１　How many bikes does he have?
２　Don＇t open the box.
３　These are interesting books.
４　Did he help his mother yesterday?

　　１　Who is［Who＇s］ this boy? ── 
He is［He＇s］ my brother.
２　What is［What＇s］ he doing now? 
── He is［He＇s］ washing his father＇s 
car.

総合テスト① P.136・137

1 答

１　［ei］と［æ］。　　２　［ai］。
３　［i］と［（j）uː］と［ʌ］。

考え方 ！

2 答

１　主格と所有格。　３　短縮形。
４　原形と過去形。　６　序数。

考え方 ！

3 答

１　be動詞の否定文。 5

３　誘う言い方。 22

４　一般動詞の否定文と冠詞。 10・14

考え方 ！

4 答

１　年齢のたずね方。 25

２　時刻のたずね方。 23

３　「だれの」の意味の語。 21

４　Whoが主語。 32

考え方 ！

5 答

２　禁止の命令文。 22

３　主語が複数の文。 16
考え方 ！

6 答

１　Whoの疑問文。 6

２　疑問詞で始まる現在進行形の疑問
文。 30

考え方 ！
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　　１　 　　２　×　　３　

　　１　has　　２　swimming　　３　us
４　those　　５　old　　６　forty

　　１　are playing　　２　doesn＇t go
３　didn＇t do　　４　Don＇t open
５　There are

　　１　Which　　２　Where
３　What　　４　What time

　　１　He went to school by bus 
yesterday.
２　What is［What＇s］ Tom doing in the 
room?
３　We are［We＇re］ high school students.
４　Can Jane answer this question?

　　１　Who came here yesterday 
morning? ── Tom did.
２　I like apples, but I do not［don＇t］ 
like oranges.  How about you?

総合テスト② P.138・139

1 答

１　［iː］と［e］。　　２　［s］と［z］と［iz］。
３　［iː］。

考え方 ！

2 答

１　原形と ３人称・単数形。 17

２　mを重ねる。　３　主格と目的格。
５　反意語。　６　fourtyではない。

考え方 ！

3 答

１　現在進行形の文。 28

２　主語は ３人称・単数。 18

３　過去の否定文。 35

５　There are ～.の文。 39

考え方 ！

4 答

１　「どちらの」の意味の語。 26

２　場所をたずねる文。 27

３　形容詞としてのWhat。 12

考え方 ！

5 答

２　疑問詞で始まる現在進行形の疑問
文。 30

３　主語が複数の文。 16

考え方 ！

6 答

１　Whoが主語の過去の疑問文。 36

２　「～はどうですか」はHow about ～? 

25

考え方 ！

　　１　〇　　２　×　　３　△

　　１　aunt　　２　yours　　３　fifth
４　August　　５　children　　６　right

　　１　I＇m not　　２　look, happy　　
３　date　　４　How tall　　
５　not studying

　　１　day　　２　Are　　３　Is, or
４　Did

　　１　He does not［doesn＇t］ have 
any brothers.
２　How did he come to the party?
３　This picture is beautiful.
４　Let＇s listen to the song.

　　１　How many apples did you eat
［have］ today? ── I ate［had］ five 
（apples）.
２　Whose pencil（s） did you use? 
── I used my father＇s （pencil（s））.

総合テスト③ P.140・141

1 答

１　［ou］。　　２　［d］と［t］と［id］。
３　［uː］と［u］。

考え方 ！

2 答

３　序数。　４　月の名。
５　単数と複数。　６　同じ発音の語。

考え方 ！

3 答

１　be動詞の否定文。 8

２　｢～に見える｣は look。 40

３　日付のたずね方。 24

４　身長のたずね方。 25

５　現在進行形の否定文。 28

考え方 ！

4 答

１　曜日のたずね方。 24

２　現在進行形の疑問文。 29

３　orのある疑問文。 4・5

４　一般動詞過去の疑問文。 36

考え方 ！

5 答

１　主語が ３人称・単数で一般動詞の否
定文。 15・18

３　形容詞の ２用法。 13

４　誘う文。 22

考え方 ！

6 答

１　疑問詞で始まる過去の疑問文。
 15・36

２　「だれの」はWhoseで，あとに名詞
を伴う用法。 21・36

考え方 ！
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　　１　 　　２　 　　３　×

　　１　here　　２　his　　３　eighth
４　carried　　５　took　　６　get

　　１　These, ours　　２　from, too
３　How did　　４　Don＇t, please
５　What, reading

　　１　wrong number　　２　How much
３　I help　　４　How, to

総合テスト④ P.142・143

1 答

１　［ʌ］と［juː］。　　２　［iː］。
３　［uː］と［ɑ］と［ou］。

考え方 ！

2 答

１　同じ発音の語。　２　所有代名詞。
３　eightthではない。　
５・６　take, getは不規則動詞。

考え方 ！

3 答

１　主語は複数。 16・20

３　交通手段をたずねる how。 25

５　Whatで始まる現在進行形の疑問
文。 30

考え方 ！

4 答

１　電話での会話。 33

３　店員の「いらっしゃいませ」。 33
考え方 ！

　　１　He did not［didn＇t］ see the 
new movie.
２　When did she get that pretty doll?
３　Kate is making lunch in the 
kitchen.
４　How many students went to the 
party?

　　１　What do you want to do today? 
── I want to go to the park.
２　When did he write the book? ── 
He wrote it twenty［20］ years ago.

5 答

１　一般動詞過去の否定文。 35

２　Whenで始まる一般動詞過去の疑問
文。 36

３　makeはmakingに。 28

４　How many studentsを主語として
使う。 15・36

考え方 ！

6 答

１　〈want to ～〉の疑問文。 40

２　Whenで始まる一般動詞過去の疑
問文。 36

考え方 ！
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